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「郷土文化の飛躍と地区の祭から、市全体の祭へ‥」をスローガンに始まった

泉南市祭礼パレード。第７回目となる祭礼パレードが爽やかな秋空のもと、盛大

に開催され、各地区自慢のやぐら１７台が市役所前に集結、それぞれが趣向をこ

らしたやぐらの曳行を披露しました。本祭礼（10月12日・13日）にさきがけての

開催となった今回の祭礼パレード。この日のために、幾度となく会合を重ねてき

た青年団や三十人組の若者たちの努力も報われ、セレモニー終了後に行われた記

念撮影でも終始笑みがこぼれていました。 （10月６日）

伝統を受け継ぎ、そして未来へ‥
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料
金
福
祉
減
免
＝
７
８
万
円
▼
介
護
保
険
事
業
の

運
営
＝
３
億
１
６
５
８
万
円
▼
ほ
っ
と
介
護
相
談

員
登
録
＝
１
１
３
万
円
▼
介
護
保
険
利
用
者
負
担

軽
減
＝
３
５
８
万
円
三
、
障
害
者
（
児
）
福
祉
▼

身
体
障
害
者
福
祉
対
策
＝
１
億
４
１
５
５
万
円
▼

子
ど
も
支
援
＝
３
８
８
万
円
▼
知
的
障
害
者
福
祉

対
策
＝
２
億
７
１
７
９
万
円
▼
障
害
者
団
体
等
へ

の
助
成
＝
１
２
８
万
円
▼
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
推

進
＝
２
０
万
円
▼
精
神
障
害
者
福
祉
対
策
＝
２
１

２
４
万
円
▼
そ
の
他
の
障
害
福
祉
＝
５
９
８
７
万

円
▼
啓
発
＝
１
２
万
円
四
、
児
童
福
祉
▼
公
立
保

育
所
＝
１
億
４
９
５
９
万
円
▼
民
間
保
育
所
対

策
＝
１
億
７
９
３
０
万
円
▼
留
守
家
庭
児
童
対

策
＝
２
０
１
０
万
円
▼
児
童
扶
助
＝
２
億
９
９
８

０
万
円
▼
母
子
福
祉
＝
９
７
９
０
万
円
★
子
育
て

支
援
事
業
＝
３
０
６
万
円
五
、
低
所
得
者
福
祉
▼

生
活
保
護
＝
１
４
億
５
５
８
万
円

安
全
な
ま
ち
　
活
力
の
あ
る
ま
ち

�
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
の
基
盤
づ
く
り

一
、
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
▼
公
害
対
策
＝
１

１
６
７
万
円
★
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
啓

発
＝
１
８
万
円
▼
塵
芥
処
理
＝
５
億
７

２
９
６
万
円
▼
し
尿
処
理
＝
２
億
６
２

５
２
万
円
▼
環
境
整
備
対
策
＝
４
４
１

万
円
▼
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
＝

６
１
４
５
万
円
▼
火
葬
場
環
境
整
備
＝

５
１
１
万
円

�
安
全
で
災
害
に
強
い
防
災
都
市
づ
く

り一
、
総
合
防
災
体
制
の
確
立
▼
溜
池
改

修
＝
２
９
８
３
万
円
▼
河
川
維
持
改

良
＝
９
８
４
万
円
▼
防
災
備
品
の
整

備
＝
６
０
万
円
▼
災
害
時
に
お
け
る
避

難
所
対
策
＝
３
０
万
円
二
、
消
防
体
制

の
強
化
▼
消
防
施
設
の
整
備
＝
１
２
０

万
円
▼
消
防
水
利
の
整
備
＝
２
２
２
万

円
▼
救
急
体
制
の
整
備
＝
２
９
０
７
万

円
▼
防
火
啓
発
＝
１
０
０
万
円

�
安
全
で
便
利
な
地
域
づ
く
り

一
、
公
共
交
通
機
関
の
整
備
と
交
通
安

全
対
策
▼
交
通
安
全
対
策
＝
７
４
４
０

万
円
二
、
防
犯
対
策
の
充
実
▼
防
犯
対

策
＝
１
５
９
万
円

�
都
市
、
自
然
と
調
和
し
た
も
の
づ
く

り

一
、
農
林
業
の
振
興
▼
農
業
振
興
＝
７
０
７
万
円

▼
水
田
農
業
経
営
確
立
対
策
＝
２
４
３
万
円
▼
経

営
構
造
対
策
＝
３
１
１
１
万
円
▼
（
仮
称
）
農
業

公
園
整
備
＝
４
億
２
４
３
３
万
円
▼
水
路
改
修
＝

１
１
０
３
万
円
▼
林
業
振
興
＝
３
４
９
７
万
円
二
、

水
産
業
の
振
興
▼
水
産
振
興
＝
１
１
８
万
円

�
泉
南
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り

一
、
工
業
の
振
興
▼
企
業
誘
致
促
進
＝
４
６
１
万

円
二
、
商
業
の
振
興
▼
商
工
業
振
興
＝
２
２
３
７

万
円
三
、
観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興
▼

海
水
浴
場
の
開
設
＝
１
１
万
円
▼
広
域
観
光
振

興
＝
５
７
万
円
▼
観
光
Ｐ
Ｒ
用
パ
ネ
ル
の
作
成
＝

２
万
円
▼
つ
ば
さ
の
ま
ち
フ
ェ
ス
タ
の
開
催
＝
１

２
１
５
万
円

�
充
実
し
た
労
働
・
消
費
生
活
づ
く
り

一
、
労
働
生
活
の
充
実
▼
労
働
者
定
着
対
策
＝
４

万
円
▼
中
小
企
業
退
職
金
共
済
掛
金
補
助
＝
２
４

０
万
円
▼
労
働
教
育
等
振
興
対
策
＝
４
５
万
円
▼

労
働
行
政
対
策
＝
４
９
万
円
二
、
消
費
生
活
の
充

実
▼
消
費
者
相
談
員
の
設
置
＝
２
２
９
万
円
▼
商

品
量
目
調
査
＝
２
万
円
▼
消
費
者
講
座
の
開
催
＝

１
６
万
円

�
利
便
性
を
向
上
す
る
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り一
、
情
報
網
の
整
備
▼
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
事
業
の
推
進
＝

１
３
６
５
万
円
★
行
政
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整

備
＝
２
１
３
５
万
円

快
適
な
ま
ち
　
個
性
の
あ
る
ま
ち

�
水
・
緑
の
環
境
づ
く
り

一
、
水
・
緑
環
境
の
保
全
と
活
用
★
緑
の
基
本
計

画
策
定
＝
７
０
０
万
円
二
、
公
園
・
緑
地
の
整
備

▼
公
園
等
の
管
理
＝
４
５
４
１
万
円

�
住
み
た
い
生
活
環
境
づ
く
り

一
、
市
街
地
の
整
備
▼
生
産
緑
地
地
区
の
都
市
計

画
変
更
の
実
施
＝
２
５
０
万
円
二
、
良
好
な
住
環

境
の
形
成
▼
市
営
住
宅
の
管
理
＝
４
２
１
２
万
円

▼
環
境
整
備
＝
１
７
９
３
万
円
▼
住
居
表
示
維
持

管
理
業
務
の
実
施
＝
１
５
３
万
円
三
、
河
川
・
上

下
水
道
の
整
備
▼
公
共
下
水
道
＝
１
４
億
４
２
６

１
万
円
▼
排
水
路
維
持
改
修
＝
１
７
９
２
万
円

�
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

一
、
拠
点
地
区
の
整
備
と
交
流
軸
の
形
成
▼
地
区

計
画
区
域
内
整
備
＝
１
５
１
万
円
▼
和
泉
砂
川
駅

前
整
備
＝
７
０
６
万
円
▼
樽
井
駅
周
辺
整
備
＝
２

０
２
万
円
二
、
道
路
の
整
備
▼
関
西
国
際
空
港
連

絡
南
ル
ー
ト
等
早
期
実
現
期
成
会
＝
１
０
万
円
▼

信
達
樽
井
線
改
良
＝
７
９
５
５
万
円
▼
砂
川
樫
井

線
新
設
＝
１
億
４
０
６
万
円
▼
市
場
長
慶
寺
砂
川

線
改
良
＝
５
億
１
７
６
万
円
▼
防
潮
堤
道
路
整

備
＝
１
億
５
３
８
２
万
円
▼
道
路
新
設
改
良
＝
７

８
９
１
万
円
▼
道
路
維
持
修
繕
＝
７
８
２
５
万
円

▼
道
路
台
帳
整
備
＝
４
０
０
万
円

構
想
実
現
の
た
め
に

�
市
民
参
加
の
推
進

▼
Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会
へ
の
助
成
＝
４
５
０
万
円
▼
情

報
公
開
制
度
・
個
人
情
報
保
護
制
度
の
推
進
＝
７

３
万
円
▼
広
報
活
動
の
充
実
＝
１
９
８
８
万
円
▼

公
聴
事
業
の
推
進
＝
１
１
３
万
円

�
行
政
運
営
の
活
性
化

★
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入
＝
３
５
０
万
円
★

第
４
次
総
合
計
画
（
実
施
計
画
）
の
策
定
＝
２
５

０
万
円
▼
住
民
情
報
シ
ス
テ
ム
の
運
用
＝
１
億
４

５
０
９
万
円
▼
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
の
運
用
＝
２

５
１
６
万
円

�
財
政
運
営
の
効
率
化

★
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入
＝
３
５
０
万
円

（
再
掲
）
★
第
４
次
総
合
計
画
（
実
施
計
画
）
の
策

定
＝
２
５
０
万
円
（
再
掲
）

�
広
域
行
政
の
推
進

▼
国
内
交
流
＝
６
万
円

市税・101億3989万円 

国庫支出金 
21億 
7578万円 

その他 
24億6273万円 

府支出金・8億9303万円 

繰入金 
10億9018万円 

市債 
17億820万円 

地方交付税 
　16億1454万円 

一般会計・歳入予算 
　　　　　200億8435万円 

一般会計・歳出予算 
　　　　　200億8435万円 

民生費 
59億8541万円 

土木費 
29億7256万円 

公債費 
26億394万円 

教育費 
23億4380万円 

衛生費 
17億3550万円 

消防費　9億3189万円 その他　14億5168万円 

総務費 
20億5957万円 

今月の主な内容

消防本部
水道部
清掃課
保健センター
市民体育館
文化ホール
図書館
青少年センター
人権ふれあいセンター
樽井公民館
新家公民館
信達公民館
西信達公民館
総合福祉センター
（あいぴあ泉南）
埋蔵文化財センター
（古代史博物館）

85－0119
82－6551
83－5875
82－7615
82－1000
82－7767
82－7766
84－3500
83－6447
83－4361
83－9314
83－9264
83－9270

85－0707

83－6789

記事中の問い合わせ

内線番号が書かれたものは、

市役所（83－0001）へ

その他については、下記へ
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□伝統を受け継ぎ、

そして未来へ …1

□平成14年度予算の

主要施策　　…2～3

□情報ＢＯＸ　…4～9

□information（お知らせ）

…10～17

□人権シリーズ

…18～19

□健康コーナー

…20～21

□まちかどスナップ

…22～23

□ふるさと歴史紀行…24

泉南市の人口（９月末現在）
人口‥‥‥‥65,245人
男‥‥‥31,848人
女‥‥‥33,397人

世帯数‥‥23,035世帯

ふ
れ
あ
い
の
あ
る
ま
ち
　
い
き
が
い
の
あ
る
ま
ち

�
す
べ
て
の
ひ
と
が
共
同
参
画
で
き
る
共
生
の
地

域
づ
く
り

一
、
人
権
尊
重
の
社
会
の
実
現
▼
人
権
啓
発
＝
６

６
２
万
円
▼
人
権
教
育
＝
１
４
４
万
円
▼
人
権
教

育
研
究
＝
４
２
８
万
円
★
啓
発
＝
６
７
３
万
円
★

人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
運
営
＝
１
０
１
６
万

円
▼
労
働
対
策
＝
２
５
万
円
▼
非
核
平
和
＝
４
１

万
円
二
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
▼
女
性
政

策
の
推
進
＝
３
２
５
万
円

�
子
ど
も
が
い
き
い
き
と
学
べ
る
学
校
づ
く
り
一
、

幼
児
教
育
の
充
実
▼
教
育
研
究
施
策
＝
１
０
０
８

万
円
▼
学
校
施
設
整
備
＝
１
億
５
９
６
９
万
円
▼

教
育
扶
助
施
策
＝
９
６
５
９
万
円
二
、
義
務
教
育

の
充
実
▼
語
学
指
導
等
を
行
う
外
国
青
年
招
致
＝

４
６
５
万
円
▼
特
色
あ
る
教
育
活
動
推
進
＝
１
３

２
万
円
▼
総
合
的
教
育
力
活
性
化
＝
１
４
０
万
円

▼
学
校
給
食
＝
１
億
４
３
５
９
万
円
★
青
少
年
サ

ポ
ー
ト
推
進
＝
１
６
４
万
円
★
学
校
図
書
館
整
理

要
員
＝
６
０
４
万
円

�
だ
れ
で
も
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
学
べ
る
社

会
づ
く
り
一
、
生
涯
学
習
推
進
シ
ス
テ
ム
の
整
備

▼
公
民
館
＝
２
２
５
１
万
円
▼
図
書
館
＝
４
９
６

５
万
円
二
、
生
涯
学
習
社
会
を
め
ざ
し
て
▼
成
人

教
育
＝
９
５
９
万
円
▼
青
少
年
教
育
＝
２
２
２
万

円
▼
青
少
年
の
健
全
育
成
＝
４
３
１
万
円
▼
青
少

年
の
森
開
設
＝
４
１
９
万
円
▼
青
少
年
セ
ン
タ

ー
＝
１
６
２
５
万
円
▼
社
会
体
育
推
進
＝
６
１
８

万
円
▼
体
育
施
設
開
放
＝
８
０
９
１
万
円

�
文
化
・
歴
史
を
活
か
し
た
豊
か
な
心
づ
く
り
一
、

歴
史
的
資
産
の
保
全
と
活
用
▼
文
化
財
保
護
＝
１

７
０
７
万
円
▼
史
跡
海
会
寺
跡
広
場
＝
５
８
９
万

円
▼
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
＝
１
５
１
４
万
円
▼

市
史
編
纂
＝
８
１
万
円
二
、
市
民
文
化
の
創
造
▼

文
化
ホ
ー
ル
＝
３
３
１
５
万
円

げ
ん
き
な
ま
ち
　
や
さ
し
さ
の
あ
る
ま
ち

�
市
民
の
健
康
づ
く
り

一
、
保
健
・
医
療
の
充
実
▼
保
健
対
策
＝
５
８
０

３
万
円
▼
予
防
対
策
＝
２
８
５
８
万
円
▼
母
子
保

健
対
策
＝
３
１
２
７
万
円
▼
衛
生
害
虫
駆
除
対

策
＝
６
８
万
円
▼
休
日
診
療
の
業
務
委
託
＝
５
０

万
円
▼
救
急
医
療
施
設
運
営
＝
１
１
２
万
円
▼
老

人
医
療
助
成
＝
４
億
２
９
７
４
万
円
▼
障
害
者
医

療
助
成
＝
７
５
６
３
万
円
▼
乳
幼
児
医
療
助
成
＝

７
３
９
７
万
円
▼
母
子
家
庭
医
療
助
成
＝
２
８
４

２
万
円
▼
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
負
担
軽

減
＝
５
億
２
９
５
３
万
円

�
と
も
に
生
き
る
社
会
づ
く
り

一
、
地
域
福
祉
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
＝
１
億
１

５
２
２
万
円
▼
福
祉
関
係
団
体
助
成
＝
４
３
２
２

万
円
▼
戦
没
者
遺
族
援
護
＝
２
７
０
万
円
▼
疾
患

者
・
り
病
者
等
援
護
＝
３
８
２
万
円
▼
被
災
者
援

護
＝
８
２
６
万
円
二
、
高
齢
者
福
祉
▼
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
対
策
＝
１
０
５
万
円
★
老
人
保
健
福
祉

計
画
策
定
＝
２
３
６
万
円
★
成
年
後
見
制
度
利
用

支
援
＝
２
０
万
円
▼
自
立
支
援
サ
ー
ビ
ス
＝
２
７

９
４
万
円
▼
在
宅
介
護
支
援
＝
２
２
８
３
万
円
▼

介
護
関
連
サ
ー
ビ
ス
＝
１
７
２
０
万
円
▼
人
材
確

保
対
策
＝
９
６
万
円
▼
施
設
入
所
対
策
＝
１
２
３

０
万
円
▼
老
人
集
会
場
運
営
＝
２
３
６
７
万
円
★

（
仮
称
）
砂
川
老
人
集
会
場
建
設
＝
１
億
７
４
万
円

★
（
仮
称
）
樽
井
第
二
老
人
集
会
場
建
設
＝
１
７

７
８
万
円
▼
い
き
が
い
づ
く
り
推
進
＝
２
１
０
４

万
円
▼
ご
長
寿
お
祝
い
＝
１
８
０
０
万
円
▼
水
道

平平
成成
1144
年年
度度
予予
算算
のの
主主
要要
施施
策策
をを
おお
知知
らら
せせ
しし
まま
すす

予
算
編
成
の
基
本
方
針

泉
南
市
の
財
政
状
況
は
、
今
な
お
続
く
日
本
経
済
の
低
迷
に
よ
る
社
会
情
勢
の
影
響
を
受
け
、
四
年
連
続
の
赤
字
決
算
と
い
う
過
去
に
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
極
め
て
厳
し
く
・
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
十
四
年
度
当
初
予
算
の
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
財
政
再
建
の
た
め
、
歳

入
の
安
定
的
確
保
に
万
全
を
期
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
一
層
の
行
政
経
費
の
節
減
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
人
権
、
教
育
、
福
祉
及
び
環
境

の
四
つ
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
、
市
民
生
活
関
連
分
野
及
び
将
来
の
泉
南
市
の
発
展
を
見
据
え
つ
つ
、
施
策
の
優
先
順
位
の
徹
底
を
図
り
な
が
ら
財

源
の
配
分
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
予
算
の
概
要
（
主
な
施
策
）
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
★
印
は
新
規
事
業
・
施
策
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
政
策
推
進
課
（
内
線
二
八
七
・
三
四
九
）



ア
と
は
・
公
民
館
保
育
を
考
え
る
二
、

子
ど
も
を
知
ろ
う
三
、
い
っ
し
ょ
に

な
っ
て
遊
ん
で
み
よ
う
四
、
一
時
保

育
に
入
っ
て
み
よ
う
五
、
ま
と
め
▼

対
象
＝
保
育
に
関
心
の
あ
る
方
で
、

保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
に

取
り
組
む
意
欲
の
あ
る
方
▼
定
員
＝

二
〇
人
（
一
時
保
育
は
一
歳
以
上
で

一
〇
人
）
▼
費
用
＝
無
料
。
但
し
、

一
時
保
育
は
子
ど
も
一
人
に
つ
き
四

五
〇
円
（
保
険
代
）
が
必
要
▼
申
込

み
＝
十
一
月
九
日(

土)

（
必
着
）
ま
で

に
、
往
復
ハ
ガ
キ
の
往
信
用
に
住
所
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、
性

別
、
電
話
番
号
、
講
座
に
対
す
る
意

見
（
あ
れ
ば
）。
返
信
用
に
は
ご
自
分

の
宛
名
を
記
入
の
上
、
〒
五
九
〇
・

〇
五
二
一
泉
南
市
樽
井
六
の
一
一
の

一
六
・
樽
井
公
民
館
・
保
育
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
育
成
講
座
係
へ
※
一
時
保
育

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
子
ど
も
の
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
性
別
、
生
年
月
日

も
記
入
し
て
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝

樽
井
公
民
館
（
(83)
４
３
６
１
）

日
本
の
古
典
・
人
形
浄
瑠
璃
「
吉

音
会
」
公
演
と
コ
ー
ラ
ス
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
十
一
月
十
六
日(

土)

午
後
一

時
受
付
、
一
時
半
開
演
〜
三
時
▼
と

こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
▼
内
容
＝
▽

第
一
部
は
コ
ー
ラ
ス
（
エ
コ
ー
砂
川
）

▽
第
二
部
は
人
形
浄
瑠
璃
（
演
目
は

▽
寿
三
番
叟

こ
と
ぶ
き
さ
ん
ば
そ
う

▽
傾
城
阿
波
鳴
門

け
い
せ
い
あ
わ
の
な
る
と

、

巡
じ
ゅ
ん

礼
唄

れ
い
う
た
の
段だ
ん

▽
団
子
売

だ
ん
ご
う
り

）
▼
入
場

料
＝
無
料
▼
申
込
み
＝
事
前
申
込
み

は
不
要
で
す
▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害

福
祉
課
（
内
線
三
〇
七
）

▼
と
き
＝
十
一
月
十
六
日(

土)

午
前
二

時
〜
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン

タ
ー
▼
内
容
＝
絵
本
を
も
っ
と
深
く

楽
し
む
た
め
に
は
▼
講
師
＝
今
井
藤

い
ま
い
ふ
じ

子こ

さ
ん
（
根
っ
こ
の
会
）
▼
対
象
＝

十
八
歳
以
上
の
方
で
、
こ
ど
も
に
本

な
ど
を
読
み
聞
か
せ
た
い
方
、
紙
芝

居
や
人
形
劇
を
は
じ
め
た
い
方
▼
定

員
＝
一
五
人
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申

込
み
・
問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会
平
和
と
国
際
交
流

推
進
チ
ー
ム
で
は
、
英
語
を
身
近
に

感
じ
、
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
英
会

話
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
平
成
十
四
年
十
一
月
〜
平

成
十
五
年
三
月
の
第
二
、
四
金
曜
日

午
後
二
時
〜
三
時
半
（
第
一
回
目
は

十
一
月
二
十
二
日(

金)

全
八
回
）
▼
と

こ
ろ
＝
樽
井
公
民
館
▼
内
容
＝
中
学

校
レ
ベ
ル
の
英
会
話
▼
対
象
＝
泉
南

市
内
在
住
の
二
十
歳
以
上
の
方
（
学

生
は
除
く
）
▼
参
加
費
＝
二
〇
〇
〇

円
▼
定
員
＝
二
〇
人
（
多
数
の
場
合

は
抽
選
）
▼
申
込
み
＝
十
一
月
十
一

日(

月)

（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ

キ
に
英
会
話
教
室
希
望
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、

〒
五
九
〇
・
〇
五
九
二
泉
南
市
樽
井

一
の
一
の
一
・
泉
南
市
役
所
政
策
推

進
課
へ
▼
問
合
せ
＝
政
策
推
進
課

（
内
線
二
八
七
）

Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会
ク
リ
ー
ン
作
戦
推

進
チ
ー
ム
で
は
、
ご
み
の
な
い
美
し

い
ま
ち
・
ク
リ
ー
ン
泉
南
市
の
実
現

の
た
め
、
第
二
十
八
回
市
内
一
斉
美

化
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
一
月
十
七
日(

日)

午
前
九

時
〜
十
一
時
（
小
雨
決
行
。
但
し
、

大
雨
の
場
合
は
十
一
月
二
十
四
日(

日)

に
順
延
）
▼
参
加
方
法
＝
ま
ち
に
出

て
ご
み
を
集
め
て
く
だ
さ
い
。
集
ま

っ
た
ご
み
は
当
日
市
が
収
集
し
ま
す

▼
問
合
せ
＝
環
境
整
備
課
（
内
線
三

五
八
）

関
西
国
際
セ
ン
タ
ー
研
修
生
交
流

支
援
協
議
会
で
は
、
世
界
各
国
か
ら

日
本
語
を
勉
強
す
る
た
め
に
来
日
中

の
関
西
国
際
セ
ン
タ
ー
研
修
生
と
地

元
住
民
と
の
ふ
れ
あ
い
交
流
祭
を
開

催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
一
月
二
十
三
日
�
午
後

一
時
〜
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
国
際
交
流

基
金
関
西
国
際
セ
ン
タ
ー
（
田
尻
町
）

▼
内
容
＝
日
本
の
遊
び
、
餅
つ
き
、

折
り
紙
、
踊
り
、
茶
会
、
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
シ
ョ
ー
、
習
字
、
施
設
見
学
ほ

か
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申
込
み
＝
事

前
申
込
は
不
要
▼
問
合
せ
＝
政
策
推

進
課
（
内
線
二
八
七
）

信
達
中
学
校
区
地
域
教
育
協
議
会
（
信
中

校
区
す
こ
や
か
ネ
ッ
ト
）
で
は
、
信
中
校

区
・
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
と
楽
し
く
ふ
れ
あ
い
、

新
し
い
発
見
や
出
会
い
を
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
十
一
月
二
十
三
日
�
午
前
十
時

〜
午
後
三
時
▼
と
こ
ろ
＝
信
達
中
学
校
運

動
場
▼
内
容
＝
ス
テ
ー
ジ
、
模
擬
店
、
手

作
り
ゲ
ー
ム
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
▼
入
場
料
＝
無
料
▼
問
合

せ
＝
信
達
中
学
校
（(84)

１
２
０
０
）

5

ふ
れ
あ
い
交
流
祭
を

開
催
し
ま
す

市
内
一
斉
美
化
運
動

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

英
会
話
教
室
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す

泉
南
楽
し
い
な
読
書
会

を
開
催
し
ま
す

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
泉
南
ふ
れ
愛
の
里

第
二
回
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

あれやこれやの１週間。スタンプラリ

ーで豪華賞品が当たる！バトルでゲット

だ「ステキな賞品」。

▼市内一斉スタンプラリーキャンペーン

（11月９日(土)～11月17日(日)）＝スタ

ンプ台紙を持って、商工祭のチラシ

を貼っているお店や会社を訪ねると

スタンプを押してくれます。泉南一

周環で再発見の１週間に！３店分のス

タンプで豪華賞品の当たる抽選券になり

ます。11月17日(日)にスタンプ台紙を持っ

て文化ホールに大集合！※ス

タンプ台紙は11月９日(土)

に新聞折り込みします。

▼子供向け映画を上映（11

月16日(土)・文化ホール）＝

入場は無料。入場条件とし

てペットボトル３個をご持

参ください※詳細は11月９日

(土)の新聞折込みのチラシをご覧くだ

さい。

▼第14回泉南市商工祭（11月17日

(日)・文化ホール）＝えんやこらバ

トル、えんやこら市、えんやこらＯＮ

ステージ、子どもの絵画展、スタンプラ

リー抽選会など、内容いっぱい！当日は

無料配布もあります！何がもらえるかは

当日のお楽しみ‥。

▼問合せ＝泉南市商工会青年部商工祭実

行委員会（(83)６３６５）

信
達
中
学
校
区

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

▼
と
き
＝
十
一
月
一
日(

金)

〜
三
十
日

(

土)

の
毎
週
▽
水
曜
日
は
午
後
五
時
〜

七
時
▽
金
曜
日
は
午
後
四
時
〜
六
時

▽
土
曜
日
は
午
前
十
時
〜
正
午
（
十

一
月
六(

水)

、
十
六
日(

土)

は
あ
り
ま

せ
ん
）
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ

ー
▼
対
象
＝
市
内
の
小
・
中
学
生
と

そ
の
保
護
者
▼
定
員
＝
二
〇
人
▼
費

用
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
使

用
す
る
日
に
青
少
年
セ
ン
タ
ー

▼
と
き
＝
一
、
十
一
月
六
日(

水)

二
、

十
一
月
十
六
日(

土)

三
、
十
二
月
四
日

(

水)

四
、
十
二
月
二
十
一
日(

土)

※
時

間
は
一
、
三
、
は
午
後
四
時
〜
四
時

半
二
、
四
、
は
午
前
十
一
時
〜
十
一

時
五
十
分
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン

タ
ー
▼
内
容
＝
お
話
や
紙
芝
居
な
ど

の
楽
し
い
読
み
聞
か
せ
会
▼
対
象
＝

小
学
生
以
下
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護

者
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
定
員
＝
五
十

人
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
青
少
年
セ

ン
タ
ー

▼
と
き
＝
一
、
十
一
月
九
日(

土)

二
、

十
二
月
十
四
日(

土)

の
午
前
九
時
〜
正

午
▼
と
こ
ろ
＝
市
内
の
野
鳥
観
察
ス

ポ
ッ
ト
▼
対
象
＝
市
内
の
小
・
中
学

生
▼
定
員
＝
各
三
十
人
▼
参
加
費
＝

無
料
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
青
少
年

セ
ン
タ
ー

毎
月
第
二
土
曜
日
は
、
お
は
な
し

ひ
ろ
ば
の
日
！
ろ
う
そ
く
を
と
も
し

て
、
い
ろ
ん
な
昔
話
を
語
り
ま
す
。

お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
、
お
子
さ
ん

と
い
っ
し
ょ
に
お
は
な
し
の
世
界
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
・
内
容
・
対
象
＝
十
一
月
九

日(

土)

▽
ち
い
さ
い
こ
の
じ
か
ん
（
午

後
二
時
半
〜
三
時
で
四
歳
以
上
小
学

二
年
生
以
下
）
▽
お
お
き
い
こ
の
じ

か
ん
（
午
後
三
時
〜
三
時
半
で
小
学

二
年
生
以
上
）
▼
と
こ
ろ
＝
図
書
館

二
階
視
聴
覚
室
▼
定
員
＝
各
回
先
着

四
十
人
（
途
中
か
ら
の
出
入
り
は
不

可
）
▼
費
用
＝
無
料
▼
そ
の
他
＝
第

一
、
三
土
曜
日
の
午
後
二
時
半
〜
三

時
半
、
同
場
所
に
お
い
て
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
協
会
に
よ
る
紙
芝
居
が
あ
り
ま

す
（
〇
歳
か
ら
入
場
可
。
申
込
み
は

不
要
）
▼
問
合
せ
＝
図
書
館

泉
南
市
立
保
育
所
で
は
所
庭
の
開

放
を
実
施
し
ま
す
。
保
育
所
や
幼
稚

園
に
通
っ
て
い
な
い
方
、
親
子
で
保

育
所
に
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、

子
育
て
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
保
育
所
名
・
開
放
日
・
連
絡
先
＝

一
、
信
達
保
育
所
・
十
一
月
十
二
日

(

火)

（
(83)
４
６
４
２
）
二
、
樽
井
保
育

所
・
十
一
月
十
二
日(

火)

（
(82)
０
０
７

４
）
三
、
浜
保
育
所
・
十
一
月
十
九

日(

火)

（(84)

２
６
６
０
）
四
、
鳴
滝

第
一
保
育
所
・
十
一
月
十
九
日(

火)

（
(83)
４
０
４
１
）
五
、
ち
び
っ
こ
広
場

（
鳴
滝
第
二
保
育
所
内
の
遊
戯
室
、
所

庭
）
・
十
一
月
十
三
日(

水)

、
二
十
七

日(

水)

▼
開
放
時
間
＝
一
、
三
、
五
、

は
午
前
十
時
〜
十
一
時
半
二
、
四
、

は
午
前
九
時
半
〜
十
一
時
▼
問
合

せ
＝
児
童
福
祉
課
（
内
線
二
八
一
）

あ
い
さ
つ
や
ゲ
ー
ム
で
、
楽
し
く

英
語
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
十
一
月
十
三
日(

水)

〜
十
二

月
十
八
日(

水)

の
毎
週
水
曜
日
午
後
四

時
〜
五
時
（
全
六
回
）
▼
と
こ
ろ
＝

青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝
市
内
の

小
学
二
〜
三
年
生
▼
定
員
＝
二
〇
人

（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
費
用
＝
無

料
▼
申
込
み
＝
十
一
月
八
日(

金)

（
必

着
）
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
英
会

話
入
門
参
加
希
望
、
参
加
者
及
び
保

護
者
の
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、

学
校
名
、
学
年
・
組
を
記
入
の
上
、

〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一
泉
南
市
樽
井

八
の
一
三
の
一
八
・
青
少
年
セ
ン
タ

ー
へ
▼
問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

府
立
砂
川
厚
生
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

は
、
支
援
費
制
度
を
テ
ー
マ
に
、
福

祉
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
一
月
十
四
日(

木)

午
後
二

時
〜
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉

南
・
大
会
議
室
▼
内
容
＝
講
演
「
よ

く
わ
か
る
支
援
費
制
度
に
つ
い
て
」

〜
選
べ
る
福
祉
で
自
立
実
現
を
め
ざ

そ
う
〜
▼
講
師
＝
上
田
晴
男

う
え
だ
は
る
お

さ
ん

（
西
宮
の
し
ょ
う
が
い
福
祉
を
す
す
め

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
世
話
人
）
▼
入
場

料
＝
無
料
▼
そ
の
他
＝
手
話
通
訳
あ

り
▼
問
合
せ
＝
砂
川
厚
生
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
(82)
２
８
８
１
）

泉
南
市
文
化
協
会
で
は
、
第
十
一

回
泉
南
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

開
催
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
丹

精
こ
め
た
、
個
性
豊
か
な
作
品
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
十
一
月
十
五
日(

金)

〜
十
七

日(

日)

午
前
十
時
〜
午
後
四
時
▼
と
こ

ろ
＝
文
化
ホ
ー
ル
展
示
室
▼
内
容
＝

▽
絵
画
▽
生
花
▽
陶
芸
▼
入
場
料
＝

無
料
▼
問
合
せ
＝
文
化
ホ
ー
ル

あ
な
た
の
子
育
て
経
験
を
活
か
し
、

子
育
て
支
援
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

た
だ
け
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
一
、
十
一
月
十
五
日(

金)

二
、

十
一
月
二
十
七
日(

水)

三
、
十
二
月
十

三
日(

金)

四
、
平
成
十
五
年
一
月
中
五
、

二
月
七
日(

金)

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午

前
十
時
〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝
一
、
二
、

三
、
五
、
は
樽
井
公
民
館
四
、
は
未

定
▼
内
容
＝
一
、
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ

保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成

講
座
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

泉
南
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す

砂
川
セ
ン
タ
ー

福
祉
公
開
講
座

野
鳥
観
察
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

図
書
館
・
土
曜
お
は
な

し
ひ
ろ
ば
の
お
知
ら
せ

4

友
だ
ち
・
家
族
で

卓
球
を
楽
し
も
う
！

読
み
聞
か
せ
の
会
を

開
催
し
ま
す

保
育
所
に
遊
び
に

来
ま
せ
ん
か

英
会
話
入
門
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

市役所　
図書館　　
市民体育館　　
樽井公民館　　
文化ホール　　
古代史博物館
青少年センター

83－0001
82－7766
82－1000
83－4361
82－7767
83－6789
84－3500



〜
（
雨
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
）

▼
と
こ
ろ
＝
俵
池
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
六
十
歳
以
上

の
方
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
定
員
＝
一

〇
〇
人
（
先
着
順
）
▼
申
込
み
・
問

合
せ
＝
十
一
月
十
一
日(

月)

〜
十
一
月

二
十
二
日(

金)

の
期
間
に
、
お
電
話
で

高
齢
障
害
福
祉
課
（
内
線
三
〇
七
）

津
軽
三
味
線
界
の
親
子
鷹
が
華
麗

で
、
繊
細
な
音
色
を
奏
で
る
、
音
容

優
美
な
演
奏
会
で
す
。

▼
と
き
＝
平
成
十
五
年
二
月
二
十
二

日(

土)

午
後
一
時
半
開
場
、
二
時
開
演

▼
と
こ
ろ
＝
文
化
ホ
ー
ル
（
全
席
自

由
席
）
▼
出
演
者
＝
新
田
弘
志

に
っ
た
ひ
ろ
し

さ

ん
・
新
田
昌
弘

に
っ
た
ま
さ
ひ
ろ

さ
ん
▼
入
場
料
＝
▽

一
般
／
前
売
り
一
五
〇
〇
円
（
当
日

二
〇
〇
〇
円
）
▽
割
引
／
前
売
り
一

〇
〇
〇
円
（
当
日
一
五
〇
〇
円
）
※

割
引
対
象
は
高
校
生
以
下
、
六
十
歳

以
上
、
障
害
者
及
び
そ
の
介
護
者
▼

チ
ケ
ッ
ト
販
売
＝
十
二
月
十
八
日(

水)

か
ら
文
化
ホ
ー
ル
に
て
販
売
を
開
始

し
ま
す

（
販
売
時
間
は
午
前
十
時
〜

午
後
五
時
）
※
月
曜
日
、
祝
日
、
十

二
月
二
十
八
日(

土)

〜
一
月
六
日(

月)

は
除
く
▼
問
合
せ
＝
文
化
ホ
ー
ル

▼
資
格
＝
司
書
資
格
取
得
者
ま
た
は

図
書
館
業
務
経
験
者
で
昭
和
二
十
八

年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
▼

雇
用
条
件
＝
▽
勤
務
日
は
月
曜
日

（
休
館
日
）
を
除
く
変
則
勤
務
（
一
、

毎
日
の
週
五
日
二
、
水
、
木
、
金
、

土
の
週
四
日
三
、
土
、
日
、
火
の
週

三
日
四
、
水
、
木
、
金
の
週
三
日
）

▽
勤
務
時
間
は
午
前
九
時
〜
午
後
五

時
▽
賃
金
は
時
間
給
七
七
〇
円
▼
申

込
み
＝
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
持

参
の
上
、
図
書
館
へ
▼
そ
の
他
＝
採

用
は
必
要
に
応
じ
て
行
い
ま
す
の
で
、

登
録
さ
れ
た
方
が
直
ち
に
採
用
さ
れ

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
▼
問
合
せ
＝
図

書
館市

立
保
育
所
の
臨
時
保
育
士
・
調

理
員
の
登
録
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
資
格
＝
▽
保
育
士
は
保
育
士
資
格

取
得
者
▽
調
理
員
は
調
理
師
資
格
取

得
者
▼
申
込
み
＝
履
歴
書
（
写
真
貼

付
）
と
資
格
証
明
書
の
写
し
を
持
参

の
上
、
児
童
福
祉
課
へ
▼
そ
の
他
＝

採
用
は
必
要
に
応
じ
て
面
接
の
上
行

い
ま
す
の
で
、
登
録
さ
れ
た
方
す
べ

て
が
採
用
さ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん

▼
問
合
せ
＝
児
童
福
祉
課
（
内
線
二

八
一
）

▼
入
園
対
象
児
＝
平
成
九
年
四
月
二
日
生

（
五
歳
）
〜
平
成
十
四
年
四
月
一
日
生

（
一
歳
）
の
泉
南
市
に
居
住
す
る
、
言
葉

の
遅
れ
、
自
閉
症
、
肢
体
不
自
由
等
障
害

の
あ
る
通
園
に
な
じ
む
児
童
▼
定
員
＝
二

〇
人
▼
実
施
内
容
＝
▽
週
五
日
▽
午
前
九

時
半
〜
午
後
三
時
▽
施
設
へ
の
送
迎
は
保

護
者
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
（
施
設
は
子
ど

も
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）
▼
保
育
料
＝
無
料

（
但
し
、
給
食
費
、
お
や
つ
代
と
し
て
月

額
五
〇
〇
〇
円
を
徴
収
）
▼
申
込
み
＝
十

二
月
九
日(

月)

〜
十
三
日(

金)

に
、
児
童
福

祉
課
及
び
子
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
で
、
申

込
み
受
付
を
行
い
ま
す
※
聞
き
取
り
も
行

い
ま
す
の
で
、
必
ず
保
護
者
の
方
が
お
越

し
く
だ
さ
い
（
申
込
書
の
配
布
は
十
一
月

二
十
五
日(

月)

か
ら
）
▼
問
合
せ
＝
子
ど

も
支
援
セ
ン
タ
ー
（
(82)
４
１
６
８
）

7

津
軽
三
味
線

新
田
親
子
コ
ン
サ
ー
ト

保
育
所
の
臨
時
職
員

登
録
を
受
付
し
ま
す

図
書
館
の
臨
時
職
員

登
録
者
を
募
集
し
ま
す

1980年代、空前
の漫才ブームを巻
き起こした「Ｂ＆
Ｂ、ザ・ぼんち、
大平サブロー」の
皆さんが出演しま
す。
当時を知る人は

もちろん、漫才ブ
ームを経験していない人も必見です。
▼と　き＝11月30日(土)午後５時半開場、
６時開演
▼ところ＝文化ホール（全席自由席）
▼出　演＝Ｂ＆Ｂ、ザ・ぼんち、

大平サブロー
▼入場料＝▽一般／前売り1,500円（当日

2,000円）▽割引／前売り1,000円（当日
1,500円）※割引対象は高校生以下、60歳以
上、障害者及びその介護者です
▼チケットの販売＝文化ホールにて好評発
売中（販売時間は午前９時～午後５時）※
月曜日、祝日は除く
▼問合せ＝文化ホール（(82)７７６７）

羽ばたけ２１世紀　青

少年の明るい未来へ！を

テーマに、大阪府警察音

楽隊と泉南市青少年吹奏

楽団によるジョイントコ

ンサートを開催します。

▼と　き＝12月８日(日)

午後１時半

開場、２時

開演

▼ところ＝

文化ホール

▼入場料＝

無料。但し、

入場整理券

が必要です

▼定　員＝500人（先着

順）

▼入場整理券の配付＝11

月１日(金)から、市役所

生涯学習課で配付します

▼問合せ＝生涯学習課

（内線252）

ふれあい・メロディーコンサート

リ
バ
ー
ス
ク
ー
ル
入
園

申
込
み
を
受
付
し
ま
す

大阪府警察音楽隊

6

泉
南
市
体
育
指
導
委
員
協
議
会
で

は
、
秋
の
ハ
イ
キ
ン
グ
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
一
月
二
十
三
日
�
午
前

七
時
四
十
五
分
〜
午
後
五
時
（
雨
天

決
行
）
▽
市
民
体
育
館
に
集
合
・
解

散
▼
と
こ
ろ
＝
吹
田
市
万
博
公
園
内

▼
参
加
費
＝
大
人
は
三
〇
〇
〇
円
、

子
ど
も
（
小
学
六
年
生
以
下
）
は
一

五
〇
〇
円
（
バ
ス
代
、
入
園
料
、
保

険
代
含
む
）
▼
定
員
＝
四
〇
人
（
先

着
順
）
※
但
し
、
三
〇
人
に
満
た
な

い
場
合
は
、
近
辺
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ

ー
ス
に
変
更
し
ま
す
▼
申
込
み
＝
十

一
月
一
日(

金)

〜
十
六
日(

土)

（
月
曜

午
後
、
火
曜
日
は
除
く
）
に
、
お
電

話
で
市
民
体
育
館
（
(82)
１
０
０
０
）

へ
▼
そ
の
他
＝
昼
食
は
ご
持
参
く
だ

さ
い
▼
問
合
せ
＝
市
民
体
育
館

▼
と
き
＝
十
一
月
二
十
三
日
�
午
前

十
時
〜
▼
と
こ
ろ
＝
堀
河
ダ
ム
周
辺

（
堀
河
ダ
ム
上
流
の
紀
泉
ふ
れ
あ
い
自

然
塾
駐
車
場
に
集
合
）
▼
内
容
＝
▽

午
前
中
は
堀
河
ダ
ム
及
び
周
辺
道
路

の
清
掃
活
動
、
啓
発
物
品
の
配
布
▽

午
後
は
紀
泉
ふ
れ
あ
い
自
然
塾
に
て

竹
細
工
づ
く
り
▼
定
員
＝
一
〇
〇
人

（
先
着
順
）
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
そ
の

他
＝
▽
弁
当
・
水
筒
は
各
自
ご
用
意

く
だ
さ
い
▽
豚
汁
の
無
料
配
布
あ
り

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
十
一
月
十
八

日(

月)

ま
で
に
、
お
電
話
で
施
設
管
理

課
（
内
線
五
八
一
）

泉
南
市
を
訪
れ
る
人
々
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
ガ
イ
ド
を
し
て
い
た
だ
け

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
養
成
す

る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
一
月
二
十
四
日(

日)

午
後

〇
時
半
（
Ｊ
Ｒ
信
太
山

し
の
だ
や
ま

駅
改
札
口
に

集
合
）
〜
四
時
（
雨
天
決
行
）
▼
内

容
・
コ
ー
ス
＝
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
・
Ｊ
Ｒ
信
太
山
駅
〜
Ｊ
Ｒ
和
泉
府

中
駅
▼
対
象
＝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
と
し
て
活
動
す
る
意
欲
の
あ
る
方

（
市
内
・
外
は
問
わ
な
い
）
▼
講
師
＝

松
原
右
樹

ま
つ
ば
ら
ま
れ
き

さ
ん
（
府
立
泉
陽
高
校
教

諭
）
▼
参
加
費
＝
無
料
（
交
通
費
は

各
自
負
担
）
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝

十
一
月
十
七
日(

日)

（
必
着
）
ま
で
に
、

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
、
住
所
、
電
話
番
号
、

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
養
成
講

座
受
講
希
望
と
明
記
の
上
、
樽
井
公

民
館
（
(83)
４
３
６
１
／
fax
(83)
４
３
８

０
）Ａ

Ｂ
Ｃ
委
員
会
市
民
の
文
化
推
進

チ
ー
ム
で
は
、
映
画
上
映
会
を
開
催

し
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
一
月
二
十
四
日(

日)

一
、

午
前
十
時
〜
二
、
午
後
二
時
〜
▼
と

こ
ろ
＝
文
化
ホ
ー
ル
▼
映
画
名
＝
柳

川
堀
割
物
語
（
一
九
八
七
年
・
一
六

七
分
）
▼
内
容
＝
宮
崎
駿

み
や
ざ
き
は
や
お

製
作
、

高
畑

た
か
は
た

勲
い
さ
お

監
督
・
脚
本
に
よ
る
実
写

と
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
で
、
ド
ブ

川
に
な
っ
て
い
た
福
岡
県
柳
川

や
な
が
わ

市
の

堀
割
を
再
生
し
て
い
く
様
子
を
描
い

た
物
語
▼
入
場
料
＝
無
料
▼
申
込

み
＝
事
前
申
込
み
は
不
要
▼
問
合

せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線
二
四
七
）

▼
テ
ー
マ
＝
大
阪
府
内
の
農
業
・
農

空
間
の
四
季
▼
作
品
＝
▽
Ｌ
Ｌ
判
以

上
の
プ
リ
ン
ト
▽
未
発
表
作
品
▽
組

み
写
真
・
複
数
応
募
可
▽
撮
影
時
期

は
問
い
ま
せ
ん
▼
申
込
み
＝
十
一
月

二
十
九
日(

金)

（
必
着
）
ま
で
に
、

作
品
の
裏
面
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
職
業
、
写
真
の
タ
イ
ト

ル
、
撮
影
場
所
、
撮
影
日
を
ご
記
入

の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五
九
二
（
住

所
不
要
）
泉
南
市
役
所
農
林
水
産
課

ま
で
郵
送
ま
た
は
直
接
ご
持
参
く
だ

さ
い
▼
問
合
せ
＝
農
林
水
産
課
（
内

線
五
七
六
）

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
、
ク
リ
ス
マ

ス
カ
ー
ド
な
ど
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

ふ
る
っ
て
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
十
一
月
二
十
七
日(

水)

、
十

二
月
四
日(

水)

、
十
一
日(

水)

、
十
八

日(

水)

※
時
間
は
午
後
七
時
〜
九
時
▼

と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
対

象
＝
十
二
歳
（
中
学
生
以
上
）
か
ら

二
十
五
歳
ま
で
の
青
少
年
で
パ
ソ
コ

ン
の
基
本
操
作
が
で
き
る
方
▼
定

員
＝
二
〇
人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申
込
み
＝
十
一

月
十
五
日(

金)

（
必
着
）
ま
で
に
、
往

復
ハ
ガ
キ
に
参
加
者
の
氏
名
、
住
所
、

電
話
番
号
、
中
学
生
の
場
合
は
学
校

名
を
記
入
の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五

九
二
（
住
所
不
要
）
泉
南
市
教
育
委

員
会
生
涯
学
習
課
へ
▼
問
合
せ
＝
生

涯
学
習
課
（
内
線
二
一
七
）

泉
南
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ

ー
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
連
盟
で
は
、
冬
休

み
ス
キ
ー
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
二
月
二
十
七
日(

金)

〜
二

十
九
日(

日)

（
市
役
所
集
合
・
解
散
）

▼
と
こ
ろ
＝
長
野
県
諏
訪
湖
近
郊
の

ブ
ラ
ン
シ
ュ
た
か
や
ま
ス
キ
ー
場
▼

対
象
＝
小
学
四
〜
六
年
生
（
ス
キ
ー

講
習
は
子
ど
も
だ
け
で
す
が
、
大
人

の
参
加
も
可
）
▼
定
員
＝
四
〇
人

（
先
着
順
）
▼
費
用
＝
二
六
〇
〇
〇
円

※
中
学
生
以
上
は
二
八
〇
〇
〇
円

（
バ
ス
運
賃
、
宿
泊
費
、
ス
キ
ー
講
習
、

傷
害
保
険
、
一
部
食
費
を
含
む
）
▼

申
込
み
＝
十
一
月
三
十
日(

土)

ま
で

に
、
お
電
話
で
同
連
盟
事
務
局
・

中
川

な
か
が
わ

（
�
３
１
５
５
）
へ
▼
そ
の

他
＝
▽
十
二
月
一
日(

日)

午
後
七
時
よ

り
、
樽
井
公
民
館
で
事
前
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
（
参
加
費
用
を
徴
収
）

▽
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、
中
止

す
る
場
合
あ
り
▼
問
合
せ
＝
生
涯
学

習
課
（
内
線
二
四
七
）

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
楽
し
く
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
十
一
月
三
十
日(

土)

、
十
二

月
七
日(

土)

、
十
四
日(

土)

の
午
後
一

時
半
〜
三
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年

セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝
市
内
の
小
学
二

〜
三
年
生
▼
定
員
＝
二
〇
人
（
多
数

の
場
合
は
抽
選
）
▼
参
加
費
＝
無
料

▼
申
込
み
＝
十
一
月
二
十
二
日(

金)

（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
パ

ソ
コ
ン
教
室
参
加
希
望
、
参
加
者
・

保
護
者
の
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、

学
校
名
、
学
年
・
組
を
記
入
の
上
、

〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一
泉
南
市
樽
井

八
の
一
三
の
一
八
・
青
少
年
セ
ン
タ

ー
へ
▼
問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
を
目
的
に
、

六
十
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
た
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を
行
い
ま

す
。
仲
間
と
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
さ

わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
十
二
月
六
日(

金)

午
前
九
時

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

パ
ソ
コ
ン
に
楽
し
く

ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か

農
業
・
農
空
間
四
季
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
作
品
を
募
集

冬
休
み
ス
キ
ー
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
養
成
講
座
�

映
画
・
柳
川
堀
割
物
語

を
上
映
し
ま
す

パ
ソ
コ
ン
初
級
講
座

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

秋
の
ハ
イ
キ
ン
グ
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

山
地
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
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平成14年度後期・スポーツ教室 
市民体育館では、スポーツ教室（抽選教室・抽選教室以外）を開催します。健康・体力・仲間づくりのため、ふ

るって、ご参加ください。 ▼問合せ＝市民体育館（(82)１０００）

▼対　象＝泉南市在住、在勤の方
（全日制の高校生は除く）
▼費　用＝各教室とも10回単位。１
教室につき受講料として大人2,000円、
こども1,000円（但し、親子体操・ト
トロ教室は、親と子１組につき2,000
円）。また、スポーツ傷害保険料（大
人、子ども各450円）が必要です。
▼申込み期間＝▽抽選教室（一、～
四、）は、上記抽選方法を参照くださ
い▽抽選教室以外（五、～八、）は11
月10日(日)～11月17日(日)の各午前９

時～午後５時（但し、月曜日午後及
び火曜日は休館）。受付期間内でも定
員になりしだい締め切ります。
※抽選教室以外でも10日受付開始
（午前９時受付整列）の時点で定員を
超えた場合は抽選します。
▼申込み場所＝市民体育館
▼申込み方法＝体育館備え付け用紙
に必要事項を記入の上、受講料を添
えて申し込んでください。
▼その他＝▽各教室とも11月下旬
（一部12月上旬）から始めます。詳し

い日程表は受付時にお渡しします▽
申込み締切後は、受講料、保険料は
返却しません▽日程及び時間帯に変
更が生じる場合があります▽各教室
とも申込み人数により開設しない場
合があります（この場合、受講料、
保険料は返却します）▽幼児をつれ
ての受講は、ご遠慮願います（親子
体操・トトロ教室も保護者１人につ
き子ども１人です）▽一般男子、女
子については、平成14年４月１日現
在で満18歳以上の方が対象です。

▼抽選教室の抽選方法
一、プレイニング体操の受付時間＝
11月９日(土)午前９時～９時10分まで
二、チャイルド体操の受付時間＝11
月９日(土)午前10時～10時10分まで

三、ちびっこ体操の受付時間＝11月
９日(土)午前11時～11時10分まで
四、親子体操・トトロの受付＝11月9
日(土)午後１時～１時10分
※前記の時間に受付用紙を受け取り、

定員を超えた場合は、その場で抽選
を行います。なお、受付用紙は１人
につき１枚としますので、１人で２
人以上の申込みはできません。
※参加希望者の抽選権利は１回です。

�プレイニング体操 

教室名 対　象 日　時 場　所 内　容 定員 

�チャイルド体操 

�ちびっこ体操 

�親子体操・トトロ 

H10年4月2日～ 
H11年4月1日生 

市民体育館 
第２競技場 

ごっこ遊び、まねっこ、音楽、うた、いろ 
いろな用具を使って楽しく体を動かします。 

マット、ボール、鉄棒、トランポリン、跳び箱、音楽等を 
利用して、体を動かすことが好きになるように進めます。 

マットの後ろまわり、跳箱の開脚とび、鉄棒 
の逆上がりができるを目標に、ボールやトラ 
ンポリンなど色々な運動をします。 
リズム体操・歌あそび・手あそびなどを 
しながら、親子のふれあいを深めます。 
泉南市体育指導委員協議会・ライフスポーツ振興財団主催 

２０人 

２０人 

２０人 

２５組 

市民体育館 
第２競技場 

市民体育館 
第２競技場 

市民体育館 
第２競技場 

毎週金曜日 
午後3時半～4時半 

毎週水曜日 
午後3時半～4時半 

毎週土曜日 
午後2時～3時15分 

毎週木曜日 
午前10時～11時 

H8年4月2日～ 
H10年4月1日生 

保護者と 
H10年4月2日～ 
H12年4月1日生 

小学1・2年生 

�エアロビクス 

教室名 対　象 日　時 場　所 内　容 定員 

�ストレッチandジャズ体操 

�トライスポーツ 

�プレ・スポーツ 

一般男子・女子 
（初心者向き） 

市民体育館 
第２競技場 

年齢に関係なく、誰でも始められる 
やさしいエアロビクスです。 

からだの硬い人のストレッチと、若さを保ち快適に 
生活を送れるやさしいジャズ体操です。 

誰でも楽しめるニュースポーツ・レクスポーツを中 
心に、日頃運動不足の人でも簡単にはじめられるト 
レーニング・体操などで無理なく体を動かします。 
いろいろなボールを使い、楽しみながらのボール運動、 
遊びの中で個々の能力を高めるように進め、またサッ 
カーに必要なボール扱いやボール感覚等も養います。 

４０人 

４０人 

２０人 

２０人 

市民体育館 
第２競技場 

市民体育館 
第１競技場 

市民体育館 
第１競技場 

毎週水曜日 
午後2時～3時 

毎週土曜日 
午前9時半～11時 

毎週金曜日 
午前10時～11時半 

毎週土曜日 
午後1時50分～3時 

一般男子・女子 

一般男子・女子 

小学２・３年生 

���抽選教室������������������������������

���抽選教室以外����������������������������
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平
成
十
五
年
度
の
保
育
所
へ
の
入

所
申
込
み
を
受
付
し
ま
す
。
入
所
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
事
項
を
よ

く
お
読
み
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▼
公
立
保
育
所
＝
▽
信
達
保
育
所
▽

樽
井
保
育
所
▽
浜
保
育
所
▽
鳴
滝
第

一
保
育
所
▽
鳴
滝
第
二
保
育
所
▼
私

立
保
育
所
＝
▽
西
信
達
保
育
園
▽
新

家
保
育
園
▼
入
所
対
象
児
＝
平
成
九

年
四
月
二
日
生
ま
れ
（
五
歳
）
〜
平

成
十
四
年
十
月
一
日
生
ま
れ
（
六
か

月
）
の
児
童
▼
入
所
申
込
書
の
配

布
＝
十
一
月
二
十
五
日(

月)

か
ら
児
童

福
祉
課
、
各
保
育
所
で
配
布
▼
入
所

申
込
み
＝
十
二
月
九
日(

月)

〜
十
三
日

(

金)

の
期
間
に
入
所
を
希
望
す
る
児
童

は
、
市
役
所
児
童
福
祉
課
（
午
前
九

時
〜
午
後
五
時
十
五
分
）、
各
保
育
所

（
午
前
八
時
半
〜
午
後
四
時
半
）
へ
▼

保
育
所
へ
入
所
で
き
る
基
準
＝
保
育

所
へ
の
入
所
は
児
童
の
保
護
者
の
い

ず
れ
も
が
、
次
の
理
由
の
う
ち
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
場
合
で
、
か
つ
同

居
の
親
族
そ
の
他
の
者
が
、
児
童
を

保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に

限
り
ま
す
▽
昼
間
に
居
宅
外
で
労
働

す
る
こ
と
を
常
態
と
し
て
い
る
こ
と

▽
昼
間
に
居
宅
内
で
当
該
児
童
と
離

れ
て
日
常
の
家
事
以
外
の
労
働
を
す

る
こ
と
を
常
態
と
し
て
い
る
こ
と
▽

妊
娠
中
ま
た
は
出
産
後
、
間
が
な
い

こ
と
▽
疾
病
に
か
か
り
、
も
し
く
は

負
傷
し
、
又
は
精
神
も
し
く
は
身
体

に
障
害
を
有
し
て
い
る
こ
と
▽
長
期

に
わ
た
り
疾
病
の
常
態
に
あ
る
、
又

は
精
神
も
し
く
は
身
体
に
障
害
を
有

す
る
同
居
の
親
族
を
、
常
時
介
護
し

て
い
る
こ
と
▽
震
災
、
風
水
害
、
火

災
、
そ
の
他
の
災
害
の
復
旧
に
あ
た

っ
て
い
る
こ
と
▽
市
長
が
認
め
る
前

記
に
類
す
る
状
態
に
あ
る
こ
と
▼
そ

の
他
＝
家
庭
の
状
況
や
保
育
所
の
保

育
室
に
余
裕
が
な
い
等
の
理
由
に
よ

り
、
入
所
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝

児
童
福
祉
課
（
内
線
三
一
二
）

放
課
後
児
童
会
指
導
員
及
び
青
少

年
セ
ン
タ
ー
指
導
員
補
助
員
の
雇
用

登
録
を
受
付
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
六
十
歳
ま
で
の
健
康
な
方

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン

タ
ー泉

南
の
里
山
を
大
切
に
す
る
会
で

は
、
里
山
の
自
然
を
生
か
し
な
が
ら
、

適
度
に
手
を
入
れ
、
里
山
本
来
の
豊

か
な
自
然
環
境
を
取
り
戻
す
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
山
を
癒
し
心
も
癒

す
、
里
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
、

あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

▼
活
動
日
＝
第
一
、
四
土
曜
日
と
第

二
日
曜
日
※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前

九
時
半
〜
午
後
三
時
▼
活
動
場
所
＝

信
達
金
熊
寺
地
区
、
新
家
地
区
の
里

山
▼
会
費
＝
一
〇
〇
〇
円
（
年
額
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
樽
井
公
民
館

子
ど
も
た
ち
に
外
国
語
や
外
国
の

様
子
を
伝
え
て
く
れ
る
外
国
の
方
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き
＝
基
本
的
に
土
曜
日
の
開
催

と
な
り
ま
す
▼
対
象
＝
子
ど
も
た
ち

と
の
交
流
が
可
能
な
外
国
人
の
方
▼

募
集
人
員
＝
若
干
名
▼
申
込
み
・
問

合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
高
校
三
年
生

ま
で
の
児
童
・
生
徒
の
作
品
▼
募
集

作
品
＝
絵
画
、
工
芸
、
書
道
ほ
か
▼

展
示
期
間
＝
約
一
ヶ
月
間
▼
申
込

み
＝
直
接
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ
▼
そ

の
他
＝
作
品
は
セ
ン
タ
ー
内
オ
ー
プ

ン
ス
ペ
ー
ス
に
展
示
し
ま
す
▼
問
合

せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

▼
と
き
＝
毎
週
水
曜
日
の
午
後
六
時

〜
七
時
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ

ー
▼
内
容
＝
小
学
生
レ
ベ
ル
の
日
本

語
▼
対
象
＝
市
内
在
住
で
以
前
外
国

に
暮
ら
し
て
い
た
青
少
年
及
び
外
国

人
の
子
ど
も
（
い
ず
れ
も
中
学
生
ま

で
）
▼
定
員
＝
二
〇
人
（
多
数
の
場

合
は
抽
選
）
▼
参
加
費
＝
一
〇
〇
〇

円
程
度
▼
申
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に

参
加
者
及
び
保
護
者
の
氏
名
、
住
所
、

電
話
番
号
、
学
校
名
、
学
年
・
組
を

記
入
の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一

泉
南
市
樽
井
八
の
一
三
の
一
八
・
青

少
年
セ
ン
タ
ー
へ
▼
問
合
せ
＝
青
少

年
セ
ン
タ
ー

保
育
所
の
入
所
申
込
み

を
受
付
し
ま
す

外
国
人
の
語
学
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

日
本
語
を
は
じ
め
よ
う

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

ＡＢＣ委員会市民の文化推進チーム（泉南
子育てサークルネットワーク）では、子育て
中の親子が、お年寄りや障害者の方々
と共に楽しくひとときを過ごすク
リスマス会を開催します。ふる
って、ご参加ください。
▼と　き＝12月25日(水)午後
０時半受付、１時開演
▼ところ＝文化ホール
▼内　容＝スキップ楽団によ
る、家族そろって楽しめる音
楽会▽楽しい仕掛けがいっぱい
（アイアイ、翼をください、おはロ
ック他10曲）▽大きな風船やシャボン
玉などいろいろなものが出てきます

▼参加費＝無料
▼申込み＝12月10日(火)までに、往復ハガキ

の往信用に住所、親子の氏名、子の年
齢、電話番号。返信用にご自分の
宛名を記入の上、〒590－0521
泉南市樽井４の14の15・寺田
喜美子方・ＡＢＣ委員会市民
の文化推進チーム・子育てサ
ークルネットワーク事務局ま
で申し込んでください。
▼その他＝イベント当日、お
手伝いいただける小学生、中学

生のボランティア（お友だち）を
募集しています

▼問合せ＝生涯学習課（内線247）

青
少
年
セ
ン
タ
ー
臨
時
職
員

雇
用
登
録
を
受
付
し
ま
す

里
山
講
座
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

青
少
年
セ
ン
タ
ー
展
示

作
品
を
募
集
し
ま
す



か
ら
農
家
の
た
め
の
農
事
相
談
を
開
設

し
ま
す
。
農
地
の
転
用
、
貸
し
借
り
、

売
買
、
農
地
に
関
す
る
紛
争
や
農
業
者

年
金
等
に
つ
い
て
、
農
業
委
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

▼
と
き
＝
毎
月
第
四
金
曜
日
午
前
九
時

〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝
市
役
所
別
館
・
消

費
者
相
談
室
▼
費
用
＝
無
料
▼
そ
の

他
＝
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
▼
予
約
申

込
み
・
問
合
せ
＝
お
電
話
で
農
業
委
員

会
事
務
局
（
内
線
五
五
一
）

貝
塚
社
会
保
険
事
務
所
の
職
員
も
相

談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
年
金
保
険
料

（
平
成
十
二
年
十
月
以
降
分
）
を
納
め
ら

れ
る
方
は
、
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
十
一
月
二
十
日(

水)

午
後
二
時

〜
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
公
民
館
▼
問

合
せ
＝
国
保
年
金
課
（
内
線
二
五
五
）

十
一
月
十
一
日(

月)

か
ら
十
七
日(

日)

は
税

を
知
る
週
間
で
す
。
泉
佐
野
税
務
署
で
は
、

近
畿
税
理
士
会
泉
佐
野
支
部
と
の
共
催
で

「
税
の
無
料
相
談
所
」
を
開
設
し
、
税
の
関
す

る
様
々
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
一
月
十
二
日(

火)

午
前
十
時
〜
午

後
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
泉
南
サ
テ
ィ
（
一
階
セ

ン
ト
ラ
ル
コ
ー
ト
）
▼
問
合
せ
＝
泉
佐
野
税

務
署
（
(62)
３
４
７
１
）
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11月20日� 
午後２時～４時 

毎月第１・４金曜日 
午後１時～４時 
毎月第２水曜日 
午後６時～９時 

▼第１金曜日は信 
達公民館▼その他 
は樽井公民館 
（電話予約必要） 

人権啓発課 
�83-0001 
（内線237） 

11月7日、14日、28日� 
午前9：30～12：00 
※申込みは電話で実施日 
前日の9：00～（先着10人） 

市役所・別館 
一階会議室 

市役所・別館 
一階会議室 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

法律相談 

行政相談 

市民体育館 

子ども 
相談室 
�85-1586

市民体育館 
�82-1000

児童相談 

知的障害者相談 

スポーツ相談 

市役所 
児童福祉課 

総合福祉センター内 
子ども支援センター 

児童福祉課 
�83-0001 
（内線242） 

児童福祉課 
�83-0001 
（内線281） 

高齢障害福祉課 
�83-0001 
（内線288） 

母子相談 

毎月第３金曜日 
午後２時～４時 

毎月第３水曜日 
午後１時～４時 

毎月第１日曜日 
午前９時～11時 

社会福祉 
　　協議会 
�82-1027

心配ごと相談 毎週木曜日 午前９時～正午 

毎月第４金曜日 
午前９時～正午 

教育相談室 教育相談室 
�83-3755

農業委員会事務局 
�83-0001 
（内線551） 

教育相談 
月～金曜日 
午前10時 
～午後４時 

女性相談 

農事相談 

毎月第２木曜日 
午後１時～４時 

毎月第４水曜日 
午後１時～５時 

市役所 
市民相談室 

人権啓発課 
�83-0001 
（内線212） 

人権相談 

市役所・別館 
消費者相談室 

　市役所・別館 
　消費者相談室 
（電話予約必要） 

市役所・別館 
地域振興課 

市役所・別館 
一階会議室 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

消費者相談 

毎週金曜日 
午後１時30分 
　～２時30分 

毎週月・火・ 
水・金曜日 
午後１時～４時 

毎週月・木曜日 
午前９時 
～午後５時15分 
毎月第１・３ 
木曜日 
午前10時～正午 

毎月第２・４ 
金曜日 
午前10時～正午 

毎週火曜日 
午前９時半～正午 
それ以外は予約制 

保健センター 保健センター 
�82-7615健康相談 

月～金曜日 
執務時間中 

市役所・別館 
地域振興課 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

市民相談 

月～金曜日 
執務時間中 

総合福祉 
　センター 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

市役所 
市民相談室 

課税課 
�83-0001 
（内線352） 

求人案内 

労働相談 

税の相談 

相談名 と　き ところ 問合せ 相談名 と　き ところ 問合せ 

子ども相談 
（家庭児童相談） 

毎週月曜・坂口医師 
毎月第２、４水曜・ 
　　　　　西森医師 
時間は午後１時半～３時 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
センター 
�85-0707健康相談 

高齢者・障害者のための 

障害者雇用相談 

市の主な行事を 
いつでもお聞き 
いただけます 

テレフォンサービス 
� 
82－4111

シリーズ：あいぴあ泉南�シリーズ：あいぴあ泉南�
障害者デイサービスを紹介します障害者デイサービスを紹介します

レザークラフト教室
あいぴあ泉南では障

害者デイサービス（レ
ザークラフト教室）を
開催しています。レザ
ー（皮）に自分の好き
なデザインを描き、木
槌をトントン、トンと
リズミカルに打ちなが
ら刻印してゆきます。
そして染料で色鮮やか
に、時にはシックに染
め上げます。作
品は小銭入れ・
ペンケース、ベ
ルト・ショルダ
ーバッグなど
様々です。
自分のペース

を大切にしなが

ら、楽しくそして熱心
に活動しています。一
度のぞいてみません
か？
▼とき＝毎週水曜日
午後１時～３時▼とこ
ろ＝あいぴあ泉南▼対
象＝身体障害者手帳、
療育手帳所持者▼申込
み・問合せ＝お電話で、
あいぴあ泉南（(85)０７
０７／fax(85)０９０９）

国
民
年
金
相
談
会
（
集
合

徴
収
）
を
開
催
し
ま
す

税
の
無
料
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

一
、
老
人
医
療
＝
六
十
五
歳
以
上
七
十

歳
未
満
の
方
で
、
住
民
税
非
課
税
世
帯

の
方
及
び
、
特
定
疾
患
の
受
給
者
証
を

お
持
ち
の
方
は
老
人
医
療
の
対
象
に
な

り
ま
す
（
昭
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
方
は
、
制
度
改
正
前
の

所
得
制
限
が
適
用
さ
れ
ま
す
）
二
、
一

部
負
担
金
助
成
＝
六
十
五
歳
以
上
の
方

で
▽
身
体
障
害
者
手
帳
一
・
二
級
、
療

育
手
帳
の
重
度
の
判
定
を
受
け
た
方
、

及
び
特
定
疾
患
者
▽
結
核
予
防
法
、
精

神
保
健
法
の
適
用
を
受
け
た
方
は
、
申

請
し
て
い
た
だ
く
と
医
療
費
の
一
部
負

担
金
が
免
除
さ
れ
ま
す
三
、
入
院
時
一

部
負
担
金
相
当
額
限
度
額
認
定
証
＝
六

十
五
歳
以
上
の
方
で
、
住
民
税
非
課
税

世
帯
の
方
は
、
申
請
し
て
い
た
だ
く
と

入
院
時
の
一
部
負
担
金
が
軽
減
さ
れ
ま

す
四
、
障
害
者
医
療
＝
▽
身
体
障
害
者

手
帳
一
・
二
級
、
療
育
手
帳
の
重
度
の

判
定
を
受
け
た
方
▽
療
育
手
帳
を
所
持

す
る
方
で
、
中
度
の
判
定
を
受
け
か
つ

身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
す
る
方
五
、

母
子
家
庭
医
療
＝
母
子
家
庭
の
母
と
年

度
末
ま
で
満
十
八
歳
の
子

一
、
か
ら
五
、
に
該
当
す
る
方
は
、

加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
証
を
持
参
の

上
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
但
し
、
家

族
療
養
附
加
金
制
度
の
あ
る
社
会
保
険

等
の
被
保
険
者
の
方
は
、
医
療
費
の
助

成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

▼
問
合
せ
＝
生
活
福
祉
課
（
内
線
三
一

〇
）家

庭
生
活
の
安
定
と
、
次
代
の
社
会

を
担
う
児
童
の
健
全
な
育
成
及
び
資
質

の
向
上
を
目
的
に
、
児
童
を
養
育
し
て

い
る
人
に
手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

▼
支
給
対
象
＝
小
学
校
就
学
前
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
人
。
但
し
、
前
年

（
一
月
か
ら
四
月
ま
で
の
請
求
に
つ
い
て

は
前
々
年
）
の
所
得
が
一
定
額
以
上
の

場
合
に
は
、
所
得
制
限
に
よ
り
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

▼
手
当
の
額
（
月
額
）
＝
第
一
子
は
五

〇
〇
〇
円
、
第
二
子
は
五
〇
〇
〇
円
、

第
三
子
以
降
は
一
〇
〇
〇
〇
円
。

▼
手
続
き
＝
印
鑑
、
請
求
者
（
家
計
に

お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
方
）
名
義
の
銀
行
等
の
通
帳
を
持
参

の
上
、
児
童
福
祉
課
で
請
求
の
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
但
し
、
公
務
員

の
方
は
勤
務
先
で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
給
中
の
方
の
手
続
き
＝
次
の
一
、

〜
七
、
の
よ
う
な
変
更
が
生
じ
た
場
合

は
、
必
ず
速
や
か
に
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。

一
、
厚
生
年
金
等
の
加
入
者
で
あ
る
受

給
者
が
退
職
し
た
と
き
二
、
出
生
な
ど

に
よ
り
、
支
給
対
象
と
な
る
児
童
が
増

え
た
と
き
三
、
受
給
者
の
住
所
が
他
市

区
町
村
に
変
わ
っ
た
と
き
四
、
児
童
の

住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
五
、
受
給
者
、

児
童
の
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
六
、
受

給
者
が
公
務
員
と
な
っ
た
と
き
七
、
支

払
い
希
望
金
融
機
関
を
変
更
し
た
い
と

き
※
手
続
き
が
遅
れ
ま
す
と
、
受
給
で

き
る
月
分
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な

っ
た
り
、
手
当
を
返
還
し
て
い
た
だ
く

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

▼
問
合
せ
＝
児
童
福
祉
課
（
内
線
三
二

五
）六

十
五
歳
以
上
で
、
痴
呆
性
老
人
や

寝
た
き
り
老
人
な
ど
、
老
齢
に
よ
り
精

神
ま
た
は
身
体
に
障
害
の
あ
る
方
は
、

障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い

場
合
で
も
税
法
上
の
障
害
者
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。
但
し
、
税
法
上
の
障

害
者
に
該
当
す
る
た
め
に
は
、
市
が
発

行
す
る
「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福
祉
課
（
内
線

三
〇
七
）

泉
南
市
農
業
委
員
会
で
は
、
十
一
月

10

nformati
i

on
児
童
手
当
・
特
例
給
付
・
就
学
前

特
例
給
付
は
請
求
し
ま
し
た
か

高
齢
者
の
障
害
者
控
除
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

医
療
助
成
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か

農
事
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

市役所　�83-0001 
清掃課　�83-5875 
あいぴあ泉南 
　　　　�85-0707 
消防本部　　　　 
　　　　�85-0119 
樽井公民館 
　　　　�83-4361



り
て
い
た
だ
け
ま
す
。
巡
回
場
所
、
日
時

は
下
記
の
日
程
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
大
雨
・
暴
風
警
報
発
令
時
等
、
気
象

状
況
な
ど
に
よ
り
、
巡
回
を
中
止
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
図
書
館
（
(82)
７
７
６
６
）

専
門
家
に
よ
る
建
築
・
宅
地
建
物
取
引

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
違
反
建

築
防
止
パ
ネ
ル
展
も
同
時
開
催
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
一
、
相
談
会
は
十
一
月
五
日

(

火)

午
後
二
時
〜
四
時
二
、
パ
ネ
ル
展
は

十
一
月
五
日(

火)

〜
八
日(

金)

の
午
前
九

時
〜
午
後
五
時
半
ま
で
※
八
日
は
正
午
ま

で
▼
と
こ
ろ
＝
泉
南
府
民
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

内
玄
関
ロ
ビ
ー
（
岸
和
田
市
野
田
町
三
丁

目
一
三
の
二
・
(39)
３
６
０
１
）
▼
参
加

費
＝
無
料
▼
問
合
せ
＝
▽
大
阪
府
建
築
都

市
部
建
築
指
導
室
監
察
課
（
０
６
・
６
９

４
１
・
０
３
５
１
）
▽
都
市
計
画
課
（
内

線
五
六
九
）

旧
軍
人
・
軍
属
等
と
し
て
戦
死
さ
れ
た

方
の
ご
遺
族
や
重
度
戦
傷
病
者
の
方
（
帰

化
さ
れ
た
方
も
含
む
）
に
弔
慰
金
等
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ご
関
心
や
お
心
当

た
り
の
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
一
、
十
一
月
十
九
日(

火)

▽
午

前
十
時
〜
十
一
時
半
▽
午
後
一
時
半
〜
四

時
半
二
、
十
一
月
二
十
日(

水)

午
後
一
時

半
〜
四
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
一
、
生
野
区
民

セ
ン
タ
ー
一
階
ホ
ー
ル
（
大
阪
市
生
野
区

勝
山
北
三
の
一
三
の
三
〇
）
二
、
堺
市
役

所
高
層
館
２
０
０
１
会
議
室
（
堺
市
南
瓦

町
三
の
一
）
▼
問
合
せ
＝
▽
大
阪
府
健
康

福
祉
部
社
会
援
護
課
恩
給
援
護
グ
ル
ー
プ

（
０
６
・
６
９
４
１
・
０
３
５
１
）
▽
生

活
福
祉
課
（
内
線
三
一
〇
）

農
地
転
用
許
可
等
の
申
請
締
切
日
は
毎
月

末
で
す
が
、
十
二
月
分
に
つ
い
て
は
、
大
阪

府
の
審
査
日
が
十
二
月
十
三
日
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
泉
南
市
十
二
月
農
業
委
員
会
定

例
会
が
例
月
よ
り
早
く
開
催
さ
れ
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
農
地
転
用
許
可
等
の
申

請
締
切
日
を
十
一
月
二
十
日(

水)

に
変
更
し
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
農
業
委
員
会
事
務
局
（
内
線
五

五
一)
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農
地
転
用
許
可
等
の
申
請

締
切
日
を
変
更
し
ま
す

違
反
建
築
を
な
く
そ
う
！

建
築
・
宅
地
建
物
取
引
相
談
会

※幼児の入場は、水着を着用された保護者の方の同伴が必要です。  
　保護者同伴の場合でも、保護者１人につき幼児２人に制限します。  
※気象警報が発令された時は、臨時休館になる場合があります。

□‥‥開館日 
●‥‥休館日 
※受付時間 
（午前９：15～午後７：00） 
※利用料金 
▽大　人＝500円 
▽高校生＝300円 
▽小・中学生＝200円 
▽高齢者＝250円

※体育館をご利用いただく場合は 
　必ず、上ぐつをご持参ください

※開館時間＝午前9時～午後10時 
　（行事によって早く閉館する場合があります）
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高
収
入
だ
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作

成
内
職
に
誘
わ
れ
、
そ
の
た
め
に

必
要
な
商
品
等
を
購
入
し
た
が
、

実
際
に
は
仕
事
が
で
き
な
い
等
の

ト
ラ
ブ
ル
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

▼
事
例
・
１
＝
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
作
成
す
る
内
職
を
し
ま
せ
ん

か
」
と
自
宅
に
電
話
が
あ
り
、

「
だ
れ
に
で
も
で
き
る
。
当
社
の

テ
キ
ス
ト
で
勉
強
し
て
も
ら
い
、

試
験
に
合
格
す
れ
ば
仕
事
を
紹
介

す
る
」
と
勧
誘
さ
れ
、
約
五
〇
万

円
の
教
材
（
Ｃ
Ｄ
・
Ｒ
Ｏ
Ｍ
）
を

ク
レ
ジ
ッ
ト
で
契
約
し
た
。
教
材

の
内
容
は
難
し
く
、
高
額
な
の
で

解
約
し
た
い
。

▼
事
例
・
２
＝
電
話
で
「
簡
単
な

検
定
を
受
け
れ
ば
、
パ
ソ
コ
ン
を

使
っ
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
内
職

の
仕
事
が
あ
る
。
パ
ソ
コ
ン
の
代

金
は
一
ヶ
月
だ
け
負
担
す
れ
ば
、

そ
の
後
は
仕
事
の
報
酬
で
ま
か
な

え
る
」
と
言
わ
れ
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

で
契
約
し
た
。
し
か
し
、
検
定
試

験
は
難
し
く
不
合
格
だ
っ
た
。

▼
業
務
内
容
な
ど
を
書
面
で
確
認

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
＝
二
〇
〇

一
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た

特
定
商
取
引
法
で
は
「
業
務
提
供

誘
引
販
売
取
引
」
と
名
付
け
て
、

こ
の
よ
う
な
取
引
は
、
契
約
前
及

び
契
約
時
の
二
回
に
わ
た
り
、
業

務
内
容
や
そ
の
た
め
に
購
入
す
る

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
明
確

に
し
た
書
面
の
交
付
を
義
務
づ
け

ま
し
た
。
ま
た
、
契
約
し
て
し
ま

っ
た
場
合
で
も
、
契
約
書
面
を
受

け
取
っ
た
日
か
ら
二
十
日
以
内
で

あ
れ
ば
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で

き
ま
す
。
ま
た
、
約
束
さ
れ
た
業

務
が
提
供
さ
れ
な
い
場
合
等
に

は
、
信
販
会
社
に
対
し
て
支
払
い

を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
た

ら
、
早
め
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
＝
消
費
者
相
談
室
（
内

線
三
一
九
）

朝
鮮
半
島
・
台
湾
出
身
の
軍
人
・
軍
属

で
あ
っ
た
方
及
び
遺
族
の
皆
さ
ま
へ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
の
在
宅
ワ
ー
ク
商
法

介
護
保
険
を
口
実
に
し
た
住
宅
改
修
の

ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い
ま
す
。「
市
役
所

の
紹
介
で
」
と
ウ
ソ
を
つ
い
た
り
、「
モ

ニ
タ
ー
価
格
だ
か
ら
」
な
ど
と
言
い
値
引

き
を
す
る
よ
う
に
み
せ
か
け
、
実
は
市
場

価
格
よ
り
も
高
い
工
事
費
で
そ
の
場
で
契

約
を
せ
ま
り
ま
す
。

こ
ん
な
業
者
が
来
た
と
き
は
、
遠
慮
せ

ず
に
は
っ
き
り
と
断
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
決
し
て
話
相
手
に
な
っ
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
住
宅
改
修
す
る
と
き
は
、
必
ず
事

前
に
、
一
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
相
談

す
る
二
、
複
数
の
業
者
か
ら
見
積
も
り
を

と
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
工
事
が
始

ま
っ
て
か
ら
で
は
手
遅
れ
に
な
り
か
ね
な

い
の
で
、
十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
▼

問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福
祉
課
（
内
線
三
〇

四
）毎

年
十
二
月
か
ら
一
月
に
か
け
て
、
申

請
の
受
け
付
け
を
行
っ
て
い
る
▽
中
小
企

業
事
業
資
金
融
資
利
子
補
給
▽
鮮
魚
小
売

商
対
策
資
金
融
資
利
子
補
給
▽
中
小
企
業

退
職
金
共
済
掛
金
補
助
▽
中
小
企
業
資
金

あ
っ
せ
ん
融
資
利
子
補
給
の
補
給（
補
助
）

金
に
つ
い
て
、
今
年
度
よ
り
納
税
証
明
書

（
市
税
の
完
納
が
確
認
で
き
る
も
の
）
の

添
付
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
融
資
完
済
後
、
随
時
申
請
受
付

を
行
っ
て
い
る
鮮
魚
小
売
商
対
策
資
金
融

資
信
用
保
証
料
補
給
、
中
小
企
業
資
金
資

金
あ
っ
せ
ん
融
資
信
用
保
証
料
補
給
に
つ

い
て
も
、
同
様
の
取
扱
い

（
納
税
証
明

書
の
添
付
）
と
な
り
ま
す
の
で
、
市
税
の

滞
納
が
な
い
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
地
域
振
興
課（
内
線
五
八
三
）

老
人
保
健
法
の
改
正
に
よ
り
、
高
額
医

療
費
支
給
制
度
が
創
設
さ
れ
、
十
月
一
日

以
降
の
診
療
分
よ
り
、
一
定
の
限
度
額
を

超
え
て
、
医
療
機
関
で
一
部
負
担
金
を
支

払
っ
た
場
合
に
限
り
、
医
療
費
の
払
い
戻

し
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

こ
の
高
額
医
療
費
の
支
給
申
請
は
、
該

当
の
つ
ど
、
各
自
が
市
役
所
窓
口
で
申
請

手
続
き
を
す
る
こ
と
が
原
則
で
す
が
、
高

齢
者
の
方
々
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

事
前
に
一
度
申
請
を
し
て
い
た
だ
く
だ
け

で
、
今
後
支
給
対
象
と
な
る
ご
と
に
自
動

的
に
支
給
す
る
取
り
扱
い
が
で
き
ま
す
。

こ
の
取
り
扱
い
に
よ
る
申
請
を
希
望
す
る

方
は
▽
健
康
保
険
証
▽
老
人
保
健
医
療
受

給
者
証
▽
印
鑑
▽
振
込
先
金
融
機
関
の
通

帳
（
郵
便
局
は
不
可
）
を
持
参
の
上
、
生

活
福
祉
課
の
窓
口
で
申
請
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
高
額
医
療
費
は
該
当
し
た

月
の
み
支
給
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
毎
月

支
給
さ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

こ
の
取
り
扱
い
に
よ
る
申
請
の
場
合
、
原

則
と
し
て
、
診
療
月
の
三
カ
月
後
に
支
給

さ
れ
ま
す
。
※
但
し
、
状
況
に
よ
り
支
給

が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
生
活
福
祉
課（
内
線
三
一
〇
）

ミ
ニ
バ
イ
ク
（
原
動
機
付
自
転
車
）
が

盗
難
に
あ
わ
れ
た
方
、紛
失
さ
れ
た
方
は
、

警
察
へ
の
被
害
届
と
同
時
に
市
役
所
課
税

課
へ
の
廃
車
届
が
必
要
で
す
。
警
察
か
ら

市
役
所
へ
の
連
絡
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

心
当
た
り
の
方
は
早
急
に
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
課
税
課
（
内
線
二
三
八
）

移
動
図
書
館
「
か
し
の
き
号
」
は
、
お

と
な
の
本
・
こ
ど
も
の
本
、
あ
わ
せ
て
約

二
六
〇
〇
冊
を
積
ん
で
、
市
内
一
二
カ
所

の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
月
に
二
回
ず
つ
巡
回

し
て
い
ま
す
。

本
を
借
り
ら
れ
る
方
は
、
図
書
館
の
貸

出
券
が
必
要
で
す
。
ま
だ
、
お
持
ち
で
な

い
方
は
、
住
所
の
確
認
で
き
る
も
の
（
免

許
証
、
保
険
証
、
泉
南
市
民
証
な
ど
）
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
お
一
人
五
冊
ま
で
借
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※本をたくさん読みましょう！

□‥開館日（午前10時～午後5時） 
●‥休館日鳴滝第２小学校

楠台１号公園
金　熊　寺

ステーション名 時間

ファミール南大阪
関空山の手台
砂川集会所前
青少年センター前

サンハイツ和泉砂川
一丘団地

八幡山自治会館
浜老人集会場
西信達公民館

巡回日
11月 12月

ステーション名 時間
巡回日

11月 12月
水
水
木
木
金
金
水

2：00～ 
2：45

2：00～ 
2：30

2：00～ 
2：30

2：00～ 
2：30

3：15～ 
4：00

3：00～ 
4：00

水
木
木
金
金

3：00～ 
4：00

3：15～ 
4：00

3：15～ 
4：00

2：00～ 
2：45

2：00～ 
3：00

3：00～ 
4：00

4日18日
4日18日
5日19日
5日19日
6日20日
6日20日
11日25日

6日20日
6日20日
7日21日
7日21日
1日15日
1日15日
13日27日

11日25日
12日26日
12日26日
13日27日
13日27日

13日27日
14日28日
14日28日
8日22日
8日22日

3

3

4

4

5

5

6

6

7

7

8 9

2

2

1

1

10

17

24 25 26 27 28 29 30

18 19 20 21 22 23

11 12 13 14 15 16

各
種
利
子
補
給
・
共
済
掛
金
補
助

申
請
時
に
納
税
証
明
が
必
要
で
す

悪
徳
業
者
が
高
齢
者
を

狙
っ
て
い
ま
す

か
し
の
き
号
か
ら

お
知
ら
せ
し
ま
す

高
額
医
療
費
の
事
前
申
請

を
受
付
し
て
い
ま
す

ミ
ニ
バ
イ
ク
の
盗
難
・
紛

失
は
必
ず
届
出
く
だ
さ
い



仕
事
に
関
す
る
相
談
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
お
電
話
で
、
泉
南
市
商
工
会
（
(83)

６
３
６
５
）

十
一
月
四
日(

月)

の
祝
日
に
伴
い
、
可

燃
ご
み
の
収
集
日
を
一
部
変
更
し
ま
す
。

※
祝
日
の
あ
る
月
は
、
可
燃
ご
み
の
収

集
日
を
振
り
替
え
て
行
い
ま
す
。
収
集

日
程
カ
レ
ン
ダ
ー
を
必
ず
確
認
し
、
収

集
日
当
日
の
午
前
九
時
ま
で
に
決
め
ら

れ
た
場
所
に
、
分
別
し
て
か
ら
出
す
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
清
掃
課
（
(83)
５
８
７
５
）

大
阪
府
内
で
適
用
さ
れ
る
最
低
賃
金

が
九
月
三
十
日
よ
り
改
正
さ
れ
、
使
用

者
は
労
働
者
に
対
し
て
、
一
時
間
あ
た

り
七
〇
三
円
以
上
の
賃
金
を
支
払
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
改
正
か
ら
時

間
額
の
み
の
設
定
と
な
り
ま
し
た
が
、

日
給
制
、
月
給
制
等
の
労
働
者
に
も
時

間
額
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
最
低
賃
金
は
、
臨
時
、
パ
ー
ト

タ
イ
マ
ー
、
ア
ル
バ
イ
ト
等
を
含
む
す

べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
▽
大
阪
労
働
局
賃
金
課

（
０
６
・
６
９
４
９
・
６
５
０
６
）
▽
労

働
基
準
監
督
署
（
(31)
３
９
３
９
）

泉
南
市
で
は
新
生
児
（
一
歳
未
満
児
）
を

対
象
に
、
乳
児
用
シ
ー
ト
の
無
料
貸
し
出
し

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
＝
泉
南
市
内
在
住
の
方
で
、
車
を
所

有
し
、
運
転
免
許
を
受
け
て
い
る
一
歳
未
満

の
乳
児
を
乗
車
さ
せ
て
運
転
す
る
必
要
が
あ

る
方
▼
貸
出
期
間
＝
一
ヶ
月
間
▼
費
用
＝
無

料
（
但
し
、
洗
浄
代
等
が
必
要
な
場
合
あ
り
）

▼
申
込
み
＝
環
境
整
備
課
（
市
役
所
別
館
一

階
）
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
▼
申
請
に
必

要
な
も
の
＝
印
鑑
、
運
転
免
許
証
（
コ
ピ
ー

可
）、
車
の
ナ
ン
バ
ー
（
自
動
車
検
査
証
に
よ

り
確
認
が
必
要
）
▼
そ
の
他
＝
貸
し
出
し
の

可
否
は
先
着
順
で
、
内
容
を
審
査
の
上
決
定

し
ま
す
※
貸
出
数
に
限
り
あ
り
▼
問
合
せ
＝

環
境
整
備
課
（
内
線
三
四
八
）

15

可
燃
ご
み
の
収
集
日
を

一
部
変
更
し
ま
す

乳
児
用
シ
ー
ト
を

貸
し
出
し
ま
す

大
阪
府
最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

かんくう情報誌「Kankuu」
関西国際空港㈱では、

広報誌「Kankuu」（年９
回発行）を発行していま
す。この広報誌の郵送を
希望される方は、住所、
氏名、電話番号、本誌の
ことを何でお知りになっ
たかを明記の上、郵送料
として160円分の切手を希
望回数分同封いただき、
〒549－8501泉佐野市泉州
空港北１番地・関西国際
空港㈱広報課「Ｋａｎｋ
ｕｕ」読者コーナー係へ
ご郵送ください。切手到
着時の最新号から郵送し
ます。
関空にかかわる写真を募
集します
広報誌「Ｋａｎｋｕｕ」

に掲載する写真を募集し
ています。掲載させてい
ただいた方には、記念品
をプレゼントします。ふ
るって、ご応募ください。
▼写真体裁＝写真のサイ
ズは自由です▼その他＝
写真は返却します▼申込
み＝〒549－8501泉佐野市
泉州空港北１番地・関西
国際空港㈱広報課「Ｋａ
ｎｋｕｕ」読者コーナー
係へご郵送ください
▼問合せ＝関西国際空港
株式会社広報課（(55)２２
０１）

シリーズ：関西国際空港情報NO.30

主要地方道泉佐野岩出線

金熊寺バイパスが開通します
信達六尾交差点から和歌山県

側の現道合流部までの延長約
１.３キロメートルが11月１日
(金)に開通します。本バイパス
は、区間の約半分がトンネル
（約730�）で、往復二車線の道
路となっています。これまで、
本区間の現道は、幅員が狭く、
急カーブが多い上、大型車を多
く含む通過交通の
ため、周辺住民の
方々や東小学校・
幼稚園へ登下校す
る児童たちが危険
な状態にありまし
た。本バイパスの
開通に伴い、現道
を通過する自動車
の減少により、児

童たちの安全が確保され、また、
騒音・振動等の低減に伴い、金
熊寺地域における生活環境が改
善され、さらに、大阪府と和歌
山県を結ぶ交通ネットワークの
拡充が図られます。
▼問合せ＝▽大阪府岸和田土木
事務所・尾崎出張所（(71)０３
５１）▽施設整備課（内線553）

収
集
地
域 

月
・
木
曜
日 

11
月
４
日
月
曜
日 

11
月
５
日
火
曜
日 

火
・
金
曜
日 

11
月
５
日
火
曜
日 

11
月
６
日
水
曜
日 

収
集
が
休
み
の
日 

振
替
え
収
集
日 

信達六尾交差点 

東小学校・幼稚園 

金熊寺梅林 （現）泉佐野岩出線 

金熊寺トンネル　約730� 

金熊寺バイパス　約1300� 

至・岩出 至・樽井 

去
る
九
月
四
日(

水)

、
粗
大
ご
み
収
集

時
中
の
収
集
車
両
内
で
爆
発
事
故
が
発

生
し
ま
し
た
。
初
期
消
火
に
よ
り
大
事

故
に
い
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
カ
セ

ッ
ト
ガ
ス
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー
缶
の
混

入
が
原
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

カ
セ
ッ
ト
ガ
ス
ボ
ン
ベ
と
ス
プ
レ
ー

缶
は
、
完
全
に
使
い
切
っ
て
か
ら
、
安

全
な
場
所
で
穴
を
開
け
、
不
燃
ご
み
と

し
て
清
掃
課
に
電
話
に
よ
り
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。
※
粗
大
ご
み
、
か
ん
・
び

ん
の
収
集
日
に
は
絶
対
に
出
さ
な
い
よ

う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
清
掃
課
（
(83)
５
８
７
５
）

入
居
者
の
所
得
に
応
じ
て
、
府
が
家

賃
の
一
部
を
補
助
す
る
中
堅
所
得
者
向

け
の
「
大
阪
府
特
定
優
良
賃
貸
住
宅
」

の
空
家
登
録
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間
＝
平
成
十
五
年
三
月
三
十

一
日(

月)

ま
で
▼
募
集
住
宅
名
＝
▽
エ
バ

ー
グ
リ
ー
ン
中
小
路
（
中
小
路
）
▽
サ

ニ
ー
ハ
ウ
ス
泉
南
（
信
達
市
場
）
▼
申

込
書
の
配
布
＝
大
阪
府
住
宅
供
給
公
社

及
び
泉
南
住
宅
管
理
事
務
所
等
で
配
布

▼
申
込
み
＝
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
同
公
社
ま
で
（
先

着
順
で
受
付
）
▼
問
合
せ
＝
大
阪
府
住

宅
供
給
公
社
民
間
住
宅
課
（
０
６
・
６

２
０
３
・
５
４
５
１
）

り
ん
く
う
南
浜
２
号
緑
地
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
の
改
修
工
事
に
伴
い
、
平
成
十
五

年
一
月
一
日
〜
二
月
二
十
八
日
の
期
間
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
貸
出
を
全
面
休
止
い

た
し
ま
す
。
年
内
の
利
用
予
約
に
つ
い

て
は
、
十
二
月
二
十
五
日
ま
で
受
付
し

ま
す
。

な
お
、
改
修
後
の
利
用
予
約
に
つ
い

て
は
、
平
成
十
五
年
三
月
三
日
か
ら
再

開
し
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
施
設
管
理
課
（
内
線
五
八

一
）こ

こ
数
年
、
覚
せ
い
剤
等
の
薬
物
乱

用
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
覚
せ
い
剤
や

麻
薬
、
シ
ン
ナ
ー
等
の
薬
物
は
、
人
の

身
体
や
精
神
を
蝕
む
だ
け
で
な
く
、
家

族
を
巻
き
込
み
、
家
庭
崩
壊
や
経
済
破

綻
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
ま
た
、
薬
物

乱
用
に
よ
る
幻
覚
、
妄
想
は
無
差
別
殺

人
や
放
火
な
ど
の
凶
悪
犯
罪
や
交
通
事

故
を
引
き
起
こ
す
な
ど
、
恐
ろ
し
い
結

果
を
も
た
ら
し
ま
す
。

▼
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
運
動
＝
覚
せ
い
剤

等
の
薬
物
乱
用
は
、
中
学
・
高
校
生
に

も
広
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。「
や
せ
る
。

気
持
ち
よ
く
な
る
。
集
中
力
が
つ
く
。

一
回
く
ら
い
な
ら
大
丈
夫
」
と
間
違
っ

た
情
報
が
薬
物
乱
用
の
引
き
金
と
な
っ

て
い
ま
す
。
薬
物
に
つ
い
て
、
正
し
い

知
識
を
持
ち
、
薬
物
乱
用
を
許
さ
な
い

社
会
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
▼
覚
せ

い
剤
に
関
す
る
情
報
や
相
談
＝
覚
せ
い

剤
一
一
〇
番
（
０
６
・
６
９
４
３
・
７

８
５
７
）
▼
シ
ン
ナ
ー
乱
用
な
ど
の
少

年
相
談
＝
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
（
０
６
・

６
７
７
２
・
７
８
６
７
）
▼
問
合
せ
＝

泉
南
警
察
署
（
(71)
１
２
３
４
）

大
阪
府
で
は
、
犯
罪
に
よ
る
被
害
を

防
止
す
る
と
と
も
に
、
犯
罪
を
発
生
さ

せ
な
い
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と

に
よ
り
、
府
民
が
安
全
に
、
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
を

図
る
た
め
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
に

「
大
阪
府
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
が

施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
条
例
に
基
づ
き
、
オ
ー
ル
大
阪

で
府
民
運
動

に
取
り
組
む

推
進
体
制
と

し
て
「
大
阪

府
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
推

進
会
議
」
が
設
置
さ
れ
、
ひ
っ
た
く
り

発
生
件
数
全
国
ワ
ー
ス
ト
１
や
総
刑
法

犯
発
生
件
数
全
国
ワ
ー
ス
ト
１
の
返
上

に
向
け
て
、
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
は

じ
め
と
す
る
府
民
運
動
が
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。
日
頃
か
ら
、
ひ
っ
た
く
り
な

ど
の
犯
罪
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
心
が

け
る
と
と
も
に
、「
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」

に
向
け
た
取
り
組
み
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
政
策
推
進
課
（
内
線
二
八

七
）

▼
と
き
＝
十
一
月
十
八
日(

月)

午
後
一
時

半
〜
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
区
民
セ
ン

タ
ー
二
階
会
議
室
▼
相
談
項
目
・
相
談

員
・
内
容
＝
一
、
経
営
・
開
業
▽
中
小

企
業
診
断
士
▽
創
業
、
経
営
革
新
、
Ｉ

Ｓ
Ｏ
、
企
業
診
断
、
売
上
計
画
二
、
税

務
▽
税
理
士
▽
所
得
・
消
費
・
贈
与
・

相
続
税
、
青
色
申
告
三
、
登
記
・
債
権

▽
司
法
書
士
▽
登
記
、
債
権
回
収
、
借

地
借
家
四
、
Ｉ
Ｔ
▽
Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
▽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
、
事
業
所

内
ラ
ン
、
情
報
シ
ス
テ
ム
構
築
、
業
務

の
合
理
化
五
、
社
会
・
労
働
保
険
▽
社

会
保
険
労
務
士
▽
社
会
保
険
、
労
働
の

手
続
き
、
就
業
規
則
、
年
金
等
六
、
金

融
▽
国
民
生
活
金
融
公
庫
▽
年
末
資
金
、

融
資
申
込
手
続
き
七
、
求
職
▽
泉
佐
野

公
共
職
業
安
定
所
▽
求
人
情
報
の
提
供
、

14

粗
大
ご
み
収
集
時
に

爆
発
事
故
が
発
生
！

り
ん
く
う
南
浜
２
号
緑
地
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
の
貸
出
を
休
止
し
ま
す

安
全
は
、
今
も
昔
も

売
っ
て
ま
へ
ん
！

商
工
会
よ
ろ
ず
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

あ
な
た
の
人
生
を
破
滅
さ
せ
る

覚
せ
い
剤
・
麻
薬
・
シ
ン
ナ
ー

特
定
優
良
賃
貸
住
宅
空
き
家

の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

大
阪

安
全
宣
言
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平成14年度予算の８月末現在での執行状況がまとまりま

した。一般会計の予算現額200億8,435万円のうち、歳入

予算の収入済額は75億9,414万円です。また、歳出予算の

支出済額は51億4,002万円となっております。

このほか、市債の現在高や市有財産、国民健康保険事業

特別会計、老人保健特別会計などの予算の執行状況につい

てお知らせします。 ▼問合せ＝財政課（内線308）

農林水産業債 
９億6744万円 

衛生債 
７億1146万円 

災害復旧債 
　　1665万円 

民生債１億4956万円 消防債１億5363万円 

土木債 
　92億1297万円 

総務債 
48億8440万円 

その他 
36億 
5762万円 

教育債 
　35億 
　5673万円 

市税 国庫支出金 地方交付税 市債 繰入金 その他 府支出金 

　101億3989万円 
（53億7357万円） 

　21億7578万円 
（５億1861万円） 　24億6273万円 

（６億1108万円）　17億820万円 
　　　　（０円） 　８億9303万円 

（１億6568万円） 

　10億9018万円 
　　（1456万円） 

　16億1454万円 
（９億1064万円） 

歳
入

一般会計

（ ）内は収入済の金額

200億8435万円

75億9414万円

予算現額

収入済額

民生費 

土木費 

教育費 

総務費 

公債費 

衛生費 

消防費 

その他 

　29億7256万円 
（２億430万円） 

　26億394万円 
　　（373万円） 

　20億5957万円 
（７億4266万円） 

　17億3550万円 
（５億8994万円） 

　14億5168万円 
（５億2441万円） 

　９億3189万円 
（３億6573万円） 

　23億4380万円 
（８億1308万円） 

　59億8541万円 
（18億9617万円） 

（ ）内は支出済の金額

200億8435万円

51億4002万円

歳
出

予算現額

支出済額

交通災害共済事業特別会計 
収入済額 
支出済額 
収入済額 
支出済額 
収入済額 
支出済額 
収入済額 
支出済額 
収入済額 
支出済額 
収入済額 
支出済額 

11億8521万円 
17億6232万円 

　　221万円 
　　211万円 

15億9091万円 
18億5762万円 

２億1837万円 
8049万円 

　　943万円 
　　1737万円 

６億6381万円 
５億2682万円 

国民健康保険事業特別会計 

汚水処理施設管理特別会計 

介護保険事業特別会計 

老人保健特別会計 

下水道事業特別会計 

主な特別会計 収入済額と支出済額 

市有財産 
単位はｍ 

公有財産計 
 899,064.05

土　地 
719,306.10

建　物 
179,757.95

基金計　　　35億3293万円 

土地開発基金 ４億8451万円 

公債費管理基金 ８億5534万円 

緑化基金 １億4107万円 

地域福祉基金 ３億8139万円 

医療施設整備基金 1090万円 

介護保険給付費準備基金 １億8465万円 

汚水処理施設管理基金 　　3286万円 

ふるさと創生事業推進基金 １億　62万円 

公共施設整備基金 12億6494万円 

高額療養費貸付基金 　　 300万円 

教育振興育英奨学基金 　　1115万円 

同和更生資金貸付基金 　　6250万円 
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予算はこうして
使われています

総額233億1046万円

市
債
の
現
在
高

大
阪
府
で
は
、
樫
井
川

か
し
い
が
わ

水
系
の
河
川

整
備
事
業
と
し
て
、
樫
井
川
の
河
口
か

ら
兎
田
井
堰
ま
で
、
新
家
川
の
Ｊ
Ｒ
橋

梁
付
近
ま
で
を
対
象
と
し
た
「
樫
井
川

水
系
河
川
整
備
計
画
（
案
）」
を
策
定
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
広
く
住
民
の
方
々

の
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
、
次
の
と
お

り
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
一
月
二
十
五
日(

月)

午
後
七

時
〜
九
時
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南

三
階
研
修
室
１
▼
定
員
＝
五
〇
人
（
先

着
順
）
▼
問
合
せ
＝
大
阪
府
岸
和
田
土

木
事
務
所
尾
崎
出
張
所
河
川
グ
ル
ー
プ

（
(71)
０
３
５
１
）

ま
た
、
樫
井
川
水
系
河
川
整
備
計
画

（
案
）
の
縦
覧
を
次
の
と
お
り
、
実
施
し

ま
す
。

▼
縦
覧
期
間
＝
十
一
月
十
八
日(

月)

〜
二

十
九
日(

金)

の
各
日
午
前
九
時
十
五
分
〜

午
後
五
時
▼
縦
覧
場
所
＝
泉
南
市
役
所

別
館
二
階
下
水
道
課
、
大
阪
府
岸
和
田

土
木
事
務
所
（
岸
和
田
市
野
田
町
三
の

一
三
の
二
）、
同
尾
崎
出
張
所
（
阪
南
市

黒
田
五
二
の
三
）、
大
阪
府
土
木
部
河
川

室
（
大
阪
市
中
央
区
大
手
前
二
丁
目
）

▼
そ
の
他
＝
▽
同
計
画
（
案
）
は
大
阪

府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.pr

ef.osaka.jp/kasen/index.htm

）
で
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
▽
同
計
画
（
案
）

に
つ
い
て
ご
意
見
の
あ
る
方
は
、
縦
覧

場
所
に
設
置
し
て
い
る
意
見
記
入
用
紙

に
て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝
大

阪
府
岸
和
田
土
木
事
務
所
尾
崎
出
張
所

河
川
グ
ル
ー
プ
（
(71)
０
３
５
１
）

一
ヶ
月
の
負
担
額
が
次
の
表
を
超
え

た
場
合
、
超
え
た
部
分
に
つ
い
て
助
成

さ
れ
ま
す
の
で
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
高
額
医
療
費
申
請
時
に
必
要
な
も

の
＝
健
康
保
険
証
、
振
込
先
口
座
番
号

（
郵
便
局
以
外
）、
認
印
、
領
収
証
（
受

診
者
名
、
診
療
年
月
、
保
険
点
数
の
記

載
が
必
要
）
▼
問
合
せ
＝
生
活
福
祉
課

（
内
線
三
一
〇
）
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老
人
医
療
の
高
額
医
療
費

が
助
成
さ
れ
ま
す

樫
井
川
水
系
河
川
整
備
計
画
（
案
）

の
縦
覧
と
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

～地域の中でこどもたちを～
西信達幼稚園の近くには海があり、岡田浦漁港にもたく

さんの漁船がとまっているなど、豊かな海の自然に恵まれ
ています。おだやかな季節には、海に出かけ、磯遊びをし
ます。園児たちの一番の楽しみは、海岸の波打ち際にいる
カニ捕りです。石ころをそっとのけると、カニさんたちも
びっくりして動きます。それを見つけた園児たちは「カニ
さんいてた！」と大喜び。横歩きするカニを見つめたり、
カニを入れた容器に海草や貝殻を入れたりして楽しみます。
また、漁港では水揚げされた穴子（あなご）のさばく様

子を見せてもらったり、タコに触れ遊んだり、地引き網を
体験したりと、海にちなんだ体験を存分に楽しんでいます。
そして、地元の食材を使った押し寿司やたこ飯を味わった
りし、命あるものをいただくことで、命の大切さも学んで
います。
地域の方々との交流もいろいろな機会を通じてさかんに

行っています。誕生会では、人形劇や手品、ダンス、楽器
演奏‥、いろいろな特技を披露いただき、園児たちの感動
体験のひとつになっています。
西信達地区は、保育園・幼稚園・小学校・中学校が各１

校園で、交流の輪も年々広がっています。お互いに訪ねあ

い、お兄ちゃん
やお姉ちゃんと
歓声をあげて遊
び、年長者の力
強さや温かさ、
やさしさを感じ
ています。
子育て支援活

動として、平成
９年より地域の
未就園児親子登園・３歳児親子登園を行っています。登園
日を心待ちにしていた、たくさんの子どもが幼稚園にやっ
てきます。はじめは一人で遊んでいる子どももすぐにうち
解け、一緒に遊ぶようになり、友だちの輪も広がってきて
いるようです。保護者の方同士も親しくなり、幼稚園が地
域の交流の場ともなっています。園児たちも小さい子ども
の遊ぶ様子を見たり、やさしく教えてあげたりしています。
たくさんの方が幼稚園に訪れることで、園児たちも人々

の温もりにふれ、人と関わる力が育っています。地域の子
どもたちは、地域で育てていきましょう。
▼問合せ＝指導課（内線277）

見て・触れて・感じる体験をしよう！ 
西信達幼稚園 

一般の方 
市民税 
非課税 
世帯の方 

一定以上 
所得の方 

市民税非課税で 
世帯の所得が一 
定基準以下の方 

外
来 

入
院
＋
外
来 

12,000円 

40,200円 

 8,000円 

24,600円 

 8,000円 

15,000円 

40,200円 

72,300円＋ 
総医療費の１％ 
（361,500円を超えた分） 

※外来の１ヶ月あたりの自己負担限度額は、各医療 
機関毎に支払った外来自己負担金を合算した額が対 
象となります。 



で
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
は
環
境

や
自
然
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、
そ

の
保
全
の
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
け
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

今
回
は
女
優
・
タ
レ
ン
ト
、
エ
ッ
セ

イ
ス
ト
と
幅
広
く
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る

高
木
美
保
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、「
自
然

が
教
え
て
く
れ
た
こ
と
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

高
木
さ
ん
は
四
年
前
、
自
然
と
と
も

に
あ
る
暮
ら
し
を
求
め
て
、
東
京
か
ら

栃
木
県
の
那
須
高
原
に
住
ま
い
を
移
し
、

現
在
は
農
業
を
半
分
、
テ
レ
ビ
出
演
や

講
演
、
執
筆
を
半
分
と
い
う
生
活
を
送

っ
て
い
ま
す
。

高
木
さ
ん
の
自
然
の
中
で
の
暮
ら
し

や
農
業
を
通
じ
て
の
人
と
の
ふ
れ
あ
い
、

ま
た
、
自
然
に
対
す
る
考
え
方
や
ご
自

身
の
生
き
方
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
い

た
だ
き
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
環
境

や
自
然
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
ど
の
よ

う
に
つ
き
あ
っ
て
い
け
ば
良
い
の
か
を

共
に
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
一
月
二
十
八
日(

木)

午
後
一

時
開
場
、
一
時
半
開
演
▼
と
こ
ろ
＝
文

化
ホ
ー
ル
▼
内
容
・
テ
ー
マ
＝
講
演
・

自
然
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と
▼
講
師
＝

高
木
美
保

た

か

ぎ

み

ほ

さ
ん
（
女
優
）
▼
入
場
料
＝

無
料
▼
申
込
み
＝
事
前
申
込
み
は
不
要

で
す
▼
そ
の
他
＝
▽
手
話
通
訳
あ
り
▽

一
時
保
育
あ
り
。
一
時
保
育
希
望
者
は

十
一
月
十
五
日(

金)

ま
で
に
、
お
電
話
で

人
権
啓
発
課
へ
。
一
時
保
育
は
一
歳
以

上
就
学
前
の
幼
児
で
、
定
員
は
十
七
人

（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
問
合
せ
＝
人

権
啓
発
課
（
内
線
二
三
七
）
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家族の問題、社会的な問
題、教育問題、環境問題な
どを、だれにとってもわか
りやすく考えられる小説の
形で表現を続けている、作
家の落合恵子さんをお招き
して、それぞれが、それぞ
れの「色」に輝いて、自分
を生きるってどういうこと
なのか。どうすれば自分ら
しく生きられるのか、一緒
に考えてみましょう。
▼とき＝11月９日(土)午後
１時半開演▼ところ＝あい
ぴあ泉南・１階大会議室▼
オープニング＝アンサンブ
ル・ドゥ・フォンテーヌに
よるピアノ二重奏▼講
演＝『自分を生きる』～そ
れぞれが、それぞれの「色」
に 輝 い て ～ ▼ 講 師 ＝
落合恵子
おちあいけいこ

さん（作家）▼落

合恵子さんのプロフィー
ル＝日本で初めて、女性の
側から性暴力を告発した小
説「ザ・レイプ」を発表。
また、子どもの本の専門店
「クレヨンハウス」、女性の
本の専門店「ミズ・クレヨ
ンハウス」を主宰▼入場
料＝無料▼申込み＝事前申
込は不要▼その他＝▽手話
通訳あり▼問合せ＝人権啓
発課（内線237）

ステップフォーラム２００２

雄信校区人権啓発推進協
議会と雄信小ＰＴＡの共催
で「きよの絵本劇場」の公
演を行います。
すぐれた絵本は人の心を

癒し、生きる勇気を
届け、みんなの
�こども心�
を元気にして
くれます。絵
本は決してこ
どもだけのも
のではありませ
ん。スクリーンに
映し出される絵本の原画
とすばらしい語りは、大人
にとっては少し懐かしく、
こどもたちにとっては絵本
との新鮮な出会いになるの

ではないでしょうか。ぜひ、
親子でご参加ください。
▼と　き＝11月13日(水)
午後１時40分
▼ところ＝雄信小学校体育

館
▼公　演＝▽き
よの絵本劇場
▽絵本の原画
をスライド上
映し、一人で
何役も演じな
がら読み上げ

る、臨場感あふれ
る絵本劇場▼入場料＝無
料▼その他＝雄信校区以外
の方も参加できます
▼問合せ＝人権啓発課（内
線212）

人権雄信区民の集い

雄信小学校ＰＴＡ公演会

「女性への暴力」サポー
トライン（特別総合相
談）
夫、恋人などからの

暴力、セクシュアル・
ハラスメント、性犯罪
など暴力に悩んでいる
方、専門の相談員がお
話をお聞きします。一
人で悩まず、お電話し
てみてください。
▼と　き＝11月19日
(火)～20日(水)午前10
時～午後７時
▼相談電話番号＝06－
6910－8511
▼問合せ＝大阪府生活
文化部男女共同参画課
（06－6941－0351）
「女性に対する暴力」企
画展示
女性に対する暴力に

関するパネルなどを展
示します。
▼と　き＝11月12日
(火)～24日(日)
▼ところ＝ドーンセン
ター１階ロビー（大阪
市中央区大手前１－
３－49）
▼問合せ＝ドーンセン
ター情報ライブラリー
（06－6910－8616）

落合恵子さん

平成14年度第２回（11月12日～25日）
女性に対する暴力をなくすキャンペーン

シリーズ：人権シリーズ：人権

女性に対する暴力根絶のため

シンボルマーク

人
類
は
戦
争
や
文
明
の
発
達
に
よ
り
、

地
球
的
規
模
で
環
境
を
破
壊
し
続
け
て

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
結
果
、
世

界
各
地
に
お
い
て
大
気
汚
染
や
水
質
汚

染
、
オ
ゾ
ン
層
破
壊
に
よ
る
地
球
温
暖

化
な
ど
が
起
こ
り
、
そ
の
被
害
か
ら
生

活
が
困
難
に
な
る
人
や
命
を
落
と
す
人
、

動
植
物
に
お
い
て
も
絶
滅
す
る
種
が
跡

を
絶
ち
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
、
環
境
を
守
る
こ
と
は
人
類
を
守
る

と
い
う
こ
と
に
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る

と
言
え
、
人
類
が
他
の
種
と
共
存
し
て

い
く
上
で
も
早
急
に
対
応
す
べ
き
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
を

検
討
す
る
た
め
に
、
今
年
八
月
二
十
六

日
か
ら
九
月
四
日
に
は
、
環
境
開
発
サ

ミ
ッ
ト
が
南
ア
フ
リ
カ
の
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ

ル
ク
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
私
た
ち
の
身
の
周
り
で
は
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
空
き
缶
・
び
ん
、
牛

乳
パ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
化
や
そ
の
他

ご
み
の
分
別
、
低
燃
費
・
低
排
気
ガ
ス

車
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
電
化
製
品
の
開

発
な
ど
が
、
大
気
汚
染
、
水
質
汚
染
、

土
壌
汚
染
、
地
球
温
暖
化
な
ど
の
対
策

と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

環
境
問
題
は
直
接
人
体
に
被
害
を
及
ぼ

す
だ
け
で
は
な
く
、
農
作
物
や
家
畜
に

も
多
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
、
私
た
ち
の

食
卓
の
安
全
を
も
脅

か
し
て
い
ま
す
。

環
境
を
大
き
く
捉

え
れ
ば
、
私
た
ち
は

自
然
環
境
だ
け
で
は

な
く
、
職
場
環
境
や

家
庭
環
境
、
学
校
環

境
と
い
っ
た
人
が
作

り
出
す
環
境
の
中
に

も
身
を
置
い
て
い
る

と
い
え
ま
す
。
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人
権
週
間
「
市
民
の
集
い
」

講
演
・
自
然
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と

正式名称は「育児休業、介護休業等育児又は家族介

護を行う労働者の福祉に関する法律」。育児及び家族

介護を行う労働者の職業生活と家庭生活との両立が図

られるよう支援することにより、その福祉の増進を図

ることを目的に制定された法律です。

平成４年４月に育児休業法として施行された後、平

成７年５月から介護休業制度が付加され、平成13年11

月には、一部改正が行われました。

この法律は、全事業所に対して義務化されており、

男女労働者が雇用関係を継続したまま一定期間休業す

ることができる制度です。育児休業については、２０

０２年４月から子どもの年齢が満１歳から満３歳まで

引き上げられ、３歳未満の子の養育のために休業する

ことができます。介護休業については、期間は連続３

ヶ月を限度とし、家族が要介護状態（２週間以上の期

間にわたり常時介護を必要とする状態）にある時、そ

の介護のために労働者が休業することを認めていま

す。事業主は育児休業、介護休業の取得を理由に労働

者を解雇すること、その他不利益な取り扱いをするこ

とを禁止しています。

育児・介護休業法のポイント

義務規定

一、育児休業制度

二、介護休業制度

三、不利益取扱いの禁止

四、育児のための勤務時間の短縮等の措置

五、介護のための勤務時間の短縮等の措置

六、時間外労働の制限

七、子の養育を行う労働者の深夜業の制限

八、家族介護を行う労働者の深夜業の制限

努力義務規定

九、子の看護のための休暇の措置

十、幼児期の子を養育する労働者に対する措置

十一、家族の介護を行う労働者に対する措置

十二、労働者の配置に関する配慮

▼問合せ＝人権啓発課（内線２３７）

育児休業・介護休業法を知っていますか？育児休業・介護休業法を知っていますか？
女と男のキーワード�女と男のキーワード�

高木美保さん



※行事実施日に台風等による大雨洪水・暴風警報が発令された場合、中止することがありますのでご了承ください。 

今月の健康診査・予防接種・その他（２００２.11）
健診／予防接種名 日　時 対　象 内　容／その他 

成
　
人
　
保
　
健 

母
　
子
　
保
　
健 

予
防
接
種 

そ
の
他 

基本健康診査 
大腸がん検診 

子宮がん検診 

健康相談 
栄養相談 

乳児後期健診 

両親教室 

　３種混合予防接種 
　（ジフテリア・破 
　　傷風・百日せき） 

ポリオの予防接種 
麻しんの予防接種 

乳幼児結核検診 

一般健康診断／循環器科検診 
精神保健福祉相談 
Ｃ型肝炎抗体検査 

献　血 

ぴよぴよサロン（育児相談） 

４か月児健康診査 

１歳６か月児健康診査 
３歳６か月児健康診査 
２歳児歯科健康診査 
２歳６か月児歯科健康診査 

地域リハビリ教室 

随　時 
市内の各医療 
機関 

随　時 
市内の各産婦人 
科医院 

毎月第１～４金曜日 
午後１時～２時半 

ご自分の健康に関して疑問や不安がありましたら、いつでもお気軽に 
ご相談ください。但し、医師への相談は電話での予約が必要です。 

▼40歳以上の市民 

�11月６日� 
�12月４日� 

�平成14年６月生 
�平成14年７月生 

身体計測、内科診察、個別指導など。 
対象の人には個別通知（時間指定）します。 

11月27日� 
午後０時40分～２時10分 

▼平成13年４月生 身体計測、内科診察、歯科診察（カリオスタット検査）、 
個別相談など。対象の人には個別通知（時間指定）します。 

11月13日� 
午後０時半～１時05分 

▼平成11年４月生 

11月21日� 
午後１時～１時半 

▼平成12年10月生 

歯みがき教室 11月28日� 
午後１時～１時20分 

▼平成12年９月生 
▼平成13年３月生 

11月28日� 
午後１時半～２時 

▼平成12年４月生 

11月11日� 
午後１時半～２時半 

11月18日�ツベルクリン反応検査 
11月20日�ツベルクリン判定及びＢＣＧ 
午後１時半～２時半 

今月はありません 

生後３か月～４歳未満の乳幼児。できるだけ１歳までに 
済ませてください。 
携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 

第１期（３種混合）は、生後６か月～７歳６か月（できるだけ生後３歳まで）の間 
に計４回。▼初回接種＝生後６か月に達したら約４週間隔で３回。 
▼追加接種＝初回接種の３回終了後１年～１年半の間に１回。 
第２期（ジフテリア、破傷風）は、11歳以上13歳未満（小学６年生）の人に１回。 
携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 
※保健センターへはコミュニティバスをご利用ください。 

生後12か月～７歳６か月未満の乳幼児。できるだけ３歳までに済ませてください。 
携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具 
生後３か月～７歳６か月未満の乳幼児。できるだけ18か月までに済ませてください。 
携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具 

第２、４水曜日 
午前中（要予約） 

実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（�71－6001）。血圧、検尿、血液検 
査等（診断、検査等は有料です。なお、診断書も発行します） 

尾崎府民健康プラザ 
へお問い合せ下さい 

実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（�71－6001） 
高齢者こころの相談、アルコール健康相談にも応じています。 

尾崎府民健康プラザ 
へお問い合せ下さい 
11月14日�　ラリーズ泉南店 
▽午前10時～正午▽午後１時～４時▽成分献血 
の受付は午前10時～11時、午後１時～３時まで 

成分献血は１人約40～50分かかりますので、事前に 
保健センター（��7615）へお申込みください。 
なお、大阪府内の当日と翌日の献血場所は、 
�0120－524133でご案内しています。泉南市献血推進協議会 

実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（�71－6001）。 
事前予約が必要です。 

12月２日�、９日�、16日�、 
24日�の各午後１時～ 

▼妊婦とその家族 
▼定員は15組（要予約） 

身体計測、内科診察、歯科診察、個別相談など。 
対象の人には個別通知（時間指定）します。 

�11月１日��12月６日� 
午後１時半～３時 

11月19日� 
11月26日� 
午後１時半 
　～２時半 

▼乳幼児と保護者 育児相談、身体計測。お気軽にお越しください。 
お母さん同士の会話も楽しみましょう。 

歯科健診、フッ素塗布（希望者）、個別相談など。２ 
歳児にはカリオスタット検査（むし歯予測試験法）実 
施。歯みがき教室は、ブラッシング指導、おやつ試食 
等。予約は不要。携行品は母子手帳、歯ブラシ、筆記 
用具、問診票。※今月受診できない人は、対象月より 
３か月以内に受診してください。 

４日間で１コース。携行品は母子手帳と１日目は歯ブラシ、コップ、手鏡。２日目は運 
動のできる服装。なるべく５か月以降の安定期にお越しください。途中参加もできます。 

病・医院の診察時間 満９か月～１歳未満 ４か月健診時に受診票をお渡ししますので、かかりつけの病・医院 
でお受けください。※但し、１歳を超えますと自己負担となります。 

毎月第２～４金曜日 
午後１時～２時半 

栄養士が個人のライフステージに応じた栄養に関する 
相談に応じます。但し、事前に予約が必要です。 

▼40歳以上の市民 

▼上村老人集会場第１、３火曜日 
▼北野区民センター第２、４火曜日 
▼保健センター第２、４木曜日 
いずれも午後２時～１時間半程度 

健康チェックと体操、レクリエーションを通して、 
体力の維持と閉じこもり防止をめざします。 
参加をご希望される方は直接、会場へお越しください。 

40歳以上で簡単な集 
団体操に参加でき、 
自力又は家族の送迎 
で参加できる方 

▼40歳以上の市民 
平成14年４月１日～ 
11月30日までの間に 
１回受診できます 

▼30歳以上の市民 
平成14年４月１日～ 
11月30日までの間に 
１回受診できます 

血圧測定、検尿、診察、血液検査（肝機能、血清脂質、腎機能、 
貧血、糖尿病検査）等。必要な方には心電図、眼底検査を実施。 
便潜血検査２日法。※できるだけセットで受けてください。 
健康手帳を持参の上、直接医療機関受付へ申し込んでください。 
※直接医院受付に申し込んでください。 
▼西森医院・婦人科／金曜夜診のみ（信達牧野361－10／�83－2357） 
▼福本医院・婦人科（信達牧野378／�83－2505） 
▼宮城医院・婦人科（信達市場31－311／�82－7019） 
▼新泉南病院・婦人科／金曜・土曜午前中のみ（りんくう南浜３－７ 
　／�80－5618） 
※40歳以上の方は、基本健康診査、大腸がん検診とできるだけセットで受けてください。 
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寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
、
閉

じ
こ
も
り
に
な
ら
な
い
、
い
つ

ま
で
も
住
み
な
れ
た
地
域
で
元

気
に
暮
ら
す
！
を
目
標
に
、
新

家
、
北
野
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の

市
内
三
か
所
に
お
い
て
地
域
リ

ハ
ビ
リ
教
室
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
日
常
生
活
の
中
で
身
体
の

動
か
し
に
く
さ
を
感
じ
て
い
る

方
、
外
出
の
機
会
が
少
な
く
閉

じ
こ
も
り
が
ち
な
方
、
体
操
や

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
、

楽
し
く
体
を
動
か
し
な
が
ら
心

も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ

ん
か
？

▼
開
催
場
所
・
日
時
＝
一
、
上

村
老
人
集
会
場
（
オ
ニ
オ
ン
ク

ラ
ブ
）
・
毎
月
第
一
、
三
火
曜

日
二
、
北
野
区
民
セ
ン
タ
ー

（
ニ
コ
ニ
コ
ク
ラ
ブ
）
・

毎
月

第
二
、
四
火
曜
日
三
、
保
健
セ

ン
タ
ー
・
第
二
、
四
木
曜
日
※

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
一
時
四

十
分
受
付
、
二
時
開
始
▼
対

象
＝
四
十
歳
以
上
の
方
で
簡
単

な
集
団
体
操
に
参
加
で
き
、
自

力
、
ま
た
は
家
族
の
送
迎
で
通

所
の
で
き
る
方
▼
参
加
費
＝
無

料
▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
と
お

子
さ
ん
が
主
役
の
教
室
で
す
。

親
子
で
楽
し
く
参
加
し
て
、
み

ん
な
で
仲
良
く
あ
そ
び
ま
し
ょ

う
。

▼
と
き
＝
平
成
十
五
年
一
月
六

日(

月)

、
二
十
日(

月)

、
二
月
三

日(

月)

、
十
七
日(

月)

、
三
月
三

日(

月)

、
十
七
日(

月)

の
午
前
九

時
半
〜
十
一
時
半
▼
対
象
＝
一

歳
八
か
月
〜
三
歳
未
満
（
平
成

十
二
年
一
月
〜
平
成
十
三
年
四

月
生
）
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者
。

但
し
、
保
育
所
、
幼
稚
園
、
め

だ
か
教
室
へ
通
っ
て
い
る
児
童
、

修
了
し
た
児
童
、
ひ
よ
こ
ラ
ン

ド
に
参
加
し
た
児
童
は
除
き
ま

す
▼
定
員
＝
一
五
人
▼
申
込

み
＝
十
一
月
十
五
日(

金)

ま
で

に
お
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

※
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、
十

一
月
末
に
当
選
者
の
方
へ
通
知

し
ま
す
▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン

タ
ー医

療
機
関
で
実
施
し
て
い
る

基
本
健
診
・
子
宮
が
ん
検
診
・

大
腸
が
ん
検
診
の
実
施
期
間
が
、

十
一
月
三
十
日(

土)

ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
。
十
二
月
一
日
か

ら
平
成
十
五
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
は
実
施
し
ま
せ
ん
の
で
、

受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
早

め
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
平
成
十
四
年
四
月
以

降
に
受
診
さ
れ
て
い
な
い
方
▼

問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

近
年
増
加
し
て
い
る
高
脂
血
症

や
高
血
圧
は
、
血
管
を
む
し
ば
み
、

脳
卒
中
や
心
臓
病
を
引
き
起
こ
し

ま
す
。
こ
の
教
室
で
血
管
を
い
た

わ
る
方
法
を
身
に
つ
け
、
恐
ろ
し

い
循
環
器
疾
患
を
予
防
し
ま
せ
ん

か
？

▼
と
き
＝
一
、
十
一
月
十
一
日(

月)

二
、
十
一
月
二
十
日(

水)

三
、
十
一

月
二
十
六
日(

火)

四
、
十
二
月
二
日

(

月)

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
一
時

半
か
ら
二
時
間
程
度
▼
内
容
＝
一
、

僕
ら
は
血
管
探
検
隊
〜
血
管
の
こ

と
を
よ
く
知
ろ
う
〜
二
、
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
は
ま
ず
食
事
か
ら
三
、

血
管
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
四
、
調
味

料
八
分
目
計
画
▼
講
師
＝
一
、
医

師
二
、
栄
養
士
三
、
健
康
運
動
指

導
士
四
、
栄
養
士
▼
と
こ
ろ
＝
保

健
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝
四
十
歳
以

上
の
市
民
▼
定
員
＝
二
五
人
程
度

（
先
着
順
）
▼
費
用
＝
無
料
▼
携
行

品
＝
筆
記
用
具
、
三
、
は
運
動
の

し
や
す
い
服
装
、
上
履
き
、
タ
オ

ル
、
万
歩
計
（
あ
る
方
）
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
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基
本
健
診
、
子
宮
・
大
腸

が
ん
検
診
は
お
早
め
に
！

地
域
リ
ハ
ビ
リ
教
室

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

親
と
子
の
あ
そ
び
の

教
室
ひ
よ
こ
ラ
ン
ド

血
管
若
返
り
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

高齢者の方を対象にインフルエンザ
の予防接種を実施します。インフルエ
ンザは普通のかぜとは違い、流行性が
強く、感染すると重症となり、
特に高齢者や基礎疾患のあ
る方は注意が必要で、流
行する前に予防接種を
受けておくことが大事
です。
▼実施期間＝10月１日
(火)～12月14日(土)まで
▼実施場所＝市内の実施医療
機関（※事前に接種を希望される医療
機関にご予約ください）
▼対　象＝一、満65歳以上の泉南市民
二、60歳以上～65歳未満の市民で、心
臓、肝臓又は呼吸器の機能に自己の身

辺の日常生活活動が極度に制限される
程度の障害を有する人及びヒト免疫不
全ウイルスにより免疫の機能に日常生

活がほとんど不可能な程度の障
害を有する人（身体障害者
手帳等持参）
▼接種費用＝▽自己負
担1,000円（医療機関
窓口でお支払いくださ
い）▽生活保護世帯の方
は自己負担はありません

（保護証明書等をご持参くださ
い）▽実施期間を過ぎると全額自己負
担となります
▼携行品＝健康手帳（保健センターで
発行します）、国民健康保険証
▼問合せ＝保健センター

インフルエンザの予防接種のお知らせインフルエンザの予防接種のお知らせ
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樽井公民館で活動中の創作料理サークル・男のクッキングの皆さん（６人）が、地域の一人暮ら
しのお年寄りをお招きし、自慢の手料理を食べてもらい、楽しいひとときを過ごしてもらおうと地
元の福祉委員さんの協力のもと、男のクッキングと先輩を敬う食事会を開催しました。
当日は旬の食材をふんだんに取り入れた季節の料理５品が用意され、参加したお年寄りの皆さん

（14人）も「とても美味しいです」と松茸ご飯など本格的なコース料理に舌鼓をうっていました。
（9月21日）

先輩を敬う気持ちを大切に‥
自慢の創作料理でおもてなし

新家山田家住宅
しんげやまだけじゅうたく

が国の登録有形文化財として認定さ

れたこと（広報せんなん５月号・443号のふるさと歴

史紀行に掲載）をうけて、この度、登録証が向井市長

から山田美貞
やまだよしさだ

さんに手渡されました。

山田家住宅ではこれまで、各種コンサートや茶会な

ど、いろいろなイベントが行われるなど、積極的な活

用がなされています。山田さんは「この住宅は昔から

代々受け継がれてきた貴重な文化財。これからも大切

に守り続けていきます。」と抱負を語っていました。

（９月６日）

受け継がれる文化財・新家山田家住宅
いままでも‥そして、これからも‥

ケーブルテレビのチャンネ
ル９では、泉州地域４市３町
の地域情報「わくわくりんく
う」を映像と文字番組で放送
しています。但し、視聴する
にはケーブルテレビへの加入
が必要です。また、視聴でき
ない地域がありますのでご了承ください。
▼１回目＝９：00～11：20（泉南市は９：00～）
▼２回目＝14：00～16：20（泉南市は14：00～）
▼３回目＝22：00～０：20（泉南市は22：00～）
▼ケーブルテレビへの加入に関する問合せ＝ジェイコ
ム関西・りんくう局（０１２０－０８９－３４４）
▼地域情報番組の問合せ＝情報管理課（内線227）

※番組の内容は予定ですので、予告なく変更する場合 
　があります。ご了承ください。 

みんな集まれ！ 
キンダー 
フェスティバル 

市内の公立幼稚園（９園）の園児たち 
が歌や遊戯を披露するキンダーフェス 
ティバル。一生懸命に練習してきた園 
児たちの演技をご覧ください。 

11月５日� 
　　～ 
11月18日� 

便利になります！ 
金熊寺トンネルが 
開通しました 

泉佐野岩出線で整備が進められてい 
た金熊寺トンネルが11月１日開通し 
ました。これまでの経過や開通式典 
の様子を紹介します。 

11月19日� 
　　～ 
12月２日� 

勇壮！泉南の秋祭り 
泉南市祭礼パレード 

恒例となった泉南市祭礼パレード。 
今年も17台のやぐらが市役所に集結 
します。各地区自慢のやぐらの曳行 
をご覧ください。 

10月22日� 
　　～ 
11月４日� 

消
す
心
置
い
て
く
だ
さ
い
火
の
そ
ば
に

22

泉南市では、平成13年５月から阪南市と岬町の２

市１町で「泉州南広域研究会」を組織し、広域行政の

推進や新しい広域的連携のあり方等について調査・研

究を行ってきました。そして、８月26日に研究会

（写真）を開催し、より広域的な視点のもと、新たに

泉佐野市・田尻町を加えた３市２町の枠組で活動して

いくことになりました。

今後、泉州南広域行政研究会は、泉佐野市、泉南市、

阪南市、田尻町、岬町の３市２町で市町の合併も視野

に入れた新しい広域的連携のあり方について調査・研

究を行っていきます。研究会の調査・研究活動につい

ては、広報紙等を通じ、情報提供に努めていきますの

で、明日の泉南市そして泉南地域の将来についていっ

しょに考えていきましょう。

▼問合せ＝政策推進課（内線349・287）

明日の泉南について考えよう！
泉州南広域行政研究会が活動中

超大型で知られる樽井地区の獅子講中やぐらが、
51年ぶりの大改修を終え、その入魂式が同区内にあ
る茅渟

ち ぬ

神社で行われました。今回の大改修では、主要
構造部から彫刻等の細部にいたるまで全体的に手が加
えられ、まさに新調に近い仕上がりとなっています。
獅子講の皆さんの不況を吹き飛ばしたいとの願いが

込められて製作された、厚さ20�を超える大屋根・
小屋根の鬼板

おにいた

（獅噛
しが み

）が一番の見どころだそうです。
また、材料となる欅

けやき

の原木は、姉妹都市・龍神村へ役
員の方々が出向き買い求められたもので、役員のお一
人は「今回の大改修では、やぐら本来の優雅な一面を
引き出すことができました」と笑顔で語ってくれまし
た。式典終了後、三十人組の若者らが威勢よく、生ま
れ変わったやぐらを曳行、お祝いに駆けつけた人々か
らも盛大な拍手が送られていました。 （9月29日）

不景気なんか吹き飛ばせ！
生まれ変わった獅子講中

ししこ う な か

やぐら

チ
ェ
ッ
ク

十
一
月
九
日
か
ら
十
五
日
ま
で

の
一
週
間
、
秋
季
全
国
火
災
予
防

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

近
年
で
は
、
高
齢
者
を
中
心
と

す
る
火
災
死
亡
者
の
、
大
幅
減
少

を
重
点
目
標
に
運
動
が
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。

住
宅
火
災
に
お
け
る
死
傷
者
を

な
く
す
た
め
に
も
、
次
の
よ
う
な

習
慣
・
対
策
が
有
効
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

▼
三
つ
の
習
慣
＝
▽
寝
タ
バ
コ
は

絶
対
に
し
な
い
▽
ス
ト
ー
ブ
に
燃

え
や
す
い
も
の
を
近
づ
け
な
い
▽

ガ
ス
コ
ン
ロ
の
そ
ば
を
離
れ
る
と

き
は
必
ず
火
を
消
す
▼
四
つ
の
対

策
＝
▽
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設

置
す
る
▽
寝
具
や
衣
類
に
防
炎
製

品
を
使
用
す
る
▽
初
期
消
火
の
た

め
に
消
火
器
を
設
置
す
る
▽
隣
近

所
協
力
体
制
を
確
立
す
る

▼
防
火
パ
レ
ー
ド
を
開
催
し
ま
す

泉
南
市
で
は
火
災
予
防
運
動
の

一
環
と
し
て
、
防
火
パ
レ
ー
ド
を

実
施
し
ま
す
。
西
信
達
幼
稚
園
幼

年
消
防
ク
ラ
ブ
鼓
笛
隊
を
先
頭

に
、
女
性
消
防
団
員
、
婦
人
防
火

ク
ラ
ブ
員
、
火
災
予
防
協
会
員
、

消
防
職
員
が
火
災
予
防
を
よ
び
か

け
な
が
ら
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま

す
。

▼
と
き
＝
十
一
月
七
日(

木)

午
前

十
時
〜
（
雨
天
の
場
合
は
八
日

(

金)

に
順
延
）
▼
と
こ
ろ
＝
西
信

達
幼
稚
園
か
ら
南
海
岡
田
浦
駅
ま

で
▼
問
合
せ
＝
泉
南
市
消
防
本
部

（(85)

０
１
１
９
）

▼
泉
南
市
の
消
防
情
報
が
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

▼
ア
ド
レ
ス
＝http://211.128.

100.235/new
s/new

s_119/inde
x3.htm

l

▼
問
合
せ
＝
泉
南
市
消
防

本
部
（(85)

０
１
１
９
）



シリーズ：「ふるさと歴史紀行」

いろいろな形をし

た破片。よくみると

金色に光っている部

分も…。これはいっ

たいなんだと思いま

すか？

これは、海会寺
か い え じ

跡

の調査で見つかった

相輪（そうりん）と

よばれるものの一部

なのです。法隆寺などの寺院

で塔を見上げてみると、その

頂上にアンテナのように空高

くのびている部分がありま

す。それが相輪なのです。地

上からではその大きさが実感

できませんが、実は高さは約

10ｍに及び、相輪だけで塔全

体の３分の１をしめる巨大な

ものなのです。

海会寺では、相輪を構成す

る相輪風鐸（そうりんふうた

く）や水煙（すいえん）、九

輪（くりん）、伏鉢（ふくば

ち）、露盤（ろばん）など、

大半の部材が出土していま

す。これらの大部分は青銅製

（銅とスズの合金）で、その

表面は全体に鍍金（ときん・

金メッキ）されており、当時

はまばゆいばかりの光を放っ

ていたことでしょう。

このような部品を100点以

上使い、それを組み合わせつ

くられた相輪は、まさしく当

時の技術の粋を結集したもの

だったのです。

古代史博物館では、海会寺

跡からみつかった相輪の復元

模型（実物の３分の１の大き

さ）を展示しています。ぜひ

ご覧下さい。

大空に映える技術の粋

▼

○

○

～これはなんだろう・10～

広
報
せ
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な
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